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吉岡 油 母 頁岩 に 伴 ふ 耐火 粘土 GRR) 1) 


mags: 高橋 純一 
; 縮 amt 

NEA AIS FE 4G FD ef, SE aie Es fae] SS BD AT LO) 4 oes 2 TRS 
7O URES 5 OMG IES BRL, AAV E— WN AFKOLBAZLEED 
et A) EEE OTR OVE A (LIER RD IL 自 來 この 粘土 と オイ ル ・ シ エ 
— 1 OEM BMAIRO SHE RES ICBO, COMMAS CHEF b ES 
せる WES, A, JOE BADE O BE LAE SIRE, 所 調 ボ 
FLD b MES SEY 25 6 KBR AB OL, © OREO ADK OMAZE_L, 
PETE PUR ES SE OCTHY, MOS 吉岡 の を れ は 時 代 的 に は HNO AB 
ABA St LF CMEROR 3 WK 7S BRUINS, その 生成 研究 の BHC bs 
も 重要 な 問題 を 提供 する も の で ある 。 

AFBI CB MCB AEE, JLT VARIG BEE OD 厳 窓 な る 分 析 の 結果 
CHO, STIS 今年 八 月 中 , その 研 完 旗 行 の 途 炊 , 筆者 の た め に [AMA 
OD fifi YD ES 2e BUT 6 av, その 結果 は 本 報告 の 信 値 に 加 ふ る 所 が 螺 く な い 。 
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また 筆者 の WARICHO, 内 田 治 二 氏 , HBB, 及び その ta MAL KILO TL 
へ られ た る 便宜 に 調 し , こ ゝ に 感謝 の 意 を 表し じたい 。 
= 出 の Hk 能 

As |b Sah BEES ess (CBS 4 WI Hise & UC Id, elt i BRLO) 
es (BAILS も の が の 0, COPAY TM SABO, 地質 構造 , オイ ル 
シェ ー ル 其他 の 訂 厚 , ZOBMOME IAL SMA, € その 他 の 試験 結果 を 
HiGk L, 同 磯 床 調査 者 に LEAT. BORNE tev, 以下 と と 筆者 等 の 路 
HOMBRES UTE OPM 2 BLE Ic 

AMA BA BOI, 白 遼 崎 の 北東 に 位 す る 小 漁港 て, PBR D> 5 HITS 
MEMO AEM TC HO, AT ARO RG, [BORE EO pe iy 43 FF, 訪 山 
EHO SERS OC EN) BAO) FRA OTIS. Bem TES 
ahd k © Pay L, lal AOR HY SC BELT FRC UU AOE L, 
この 間 僅 か に 海 挟 40 KROGER 75 TITHE ST, COMO) Ssh lh 5G AIR 
存 さ れ て 居る が , Cav 0 tH 300 KOE MIRC SH) 1-5 HOLES. 
VER i RO RR ER IE O BUG ESE US, この た め に BSS BSE 3 tv 
CEM SHAME SO MOEA 25S BPSD BIE StS Bok 
も の で ある 。 

オォ イル シェ ー ル の 路頭 は 上 詞 不 動 瀧 に 路 出 する ZAR KO; NE-SW 
ES TEP IO PE, MIS 至る 直 第 1.5 粧 の 間 に , METAB ee LT 
VERE LEE S th, BO pI AES ARERR EIR 挟ん で 居る 。 
LORI, MEG CE BERRI LOTS ORME RO, 且つ 安山岩 
BRAS AUT NG SD, KAIST kT AO ERE KOOKS baC TERR 
WK O RAE HY T NESW の 走向 を 保ち , 東方 に 傾斜 し て 居る 。 人 然し 
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各層 が 走向 に 沿 ふ て 交互 に 膨 縮 する 結果 , LER AO 4 4 vey 2 nels, 
吉岡 幅 を 中 心 と し て NE-SW の 方 向 に 約 2 HOMEY 示す に 過ぎ な い 。 
即ち , オ イル シェ ー ル の 存在 する 地域 は 吉岡 忠 を 中心 と する 千 団 策 山 脈 の 
SRA, PGR 1-5 FF, 南北 2 FPO MBIA IS 限ら れ , 吉岡 川 の 上 流 た る ム サ 
OM, RAAB, NUE, BT, 77 be 1 OEIC ORM TK ASHE 
FStOTHS, 

Kia AO ali ¢ OBE b, HBARO EMP RHI O Were hal 
れ ば 次 の 通り で ある 。 

CL) Pavey (300 m+). Ah be ASI ES BIKA ORT 
O=fClE C, theaBRa eEE TH RAD BRA VEEN BIR CREE 
ee By Bie 

(2) Tae A170m), bb Ray 7s HEAR ae 主 とし, その 色 は 
1, DO), BRAS Ze BOL, 局部 的 に 凝 灰 質 の 砂 , TR, de Fil 72 A, It ONG Ha RE 
で ある 。 ォ イル : シ ェ ー ル は 頁岩 選 の 其 許 に 近 き も の ゝ 外 に , ROR LIME 
6 COMBE SL, PIROUWEEA Ale Plc lk Zelkova sp. Quercus sp 等 の 植 
CA, WEA A OM Lac ik Pecten Kimurai, Yok が 多 敷 杉 見 され , 更に 
Z0) Eae\= (t Tellina optiva Yokoyamai, Thyasira bisecta var. Nipponica 
Yordia sp FORMA GOBER YD O, ZK Y fh, MEO 
72SEC HO UAE 22 FL, SO AI 8 HIE BEL S25 ~ AMIE 
Wa fea Ht ¢ UC BEES , AICP RPT So 

(3) 中 部 凝 族 岩 訂 C270 m)。 LEAS, FE OLE te} BORA 
BREWS, ERA KEROWADEKED 順序 に 成 太 し , 麻理 の WDE 
な る 瀬 海 乃至 洪 海 堆積 て , 15 A OTTER C EWE. L, 域内 で は 路 同 様 な る 
IFS 2k b, 域外 北方 で は 穴 滅 する 。 

(4) PPA C160m), bsl(3) kb O WS Re, % OA Ae Ee 
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と する 漢 海 堆積 て , FRHORMGEH Ela 4 yer EL, ie Pa 
の (3) に 接する 洪 よ り は ;, Acer pictum Thumb; Castanea sp ; Quercus sp ; 
油 母 頁岩 の 層間 より は Zelkova sp 等 の 植物 化石 が 認め られ , 6D LAE 
Pecten Kimurai の 上 貝 化石 が 多く , BIC LAK Ob 同様 な る 植物 及び 上 中 化石 
PERS HS LEO KM に は 厚 き 1~3 em OAS URE 
AADA 0, 局 中 化石 を 共産 する 。 A ISMHIEI RRL, AMORA b te 6 
WIECH SA> 

(5) 上 部 凝灰岩 大 (470m) «EE FRSC ERES & 放 色 凝 旅 岩層 で , 同 
質 の 砂 , BE, 頁岩 居 を 兵 み , 化石 は 人 杉 見 され な い 。 

(6) LABEL eri (320m) 4, WE, DL FE, RIO Be BS OAH 
層 を 主 とし , 何れ も RE AE SS BORA, 及び 砂岩 と 互層 し , その 一 
部 より は 唄 立 中 , ASME OBESE S され た が , 油 母 頁岩 の 存在 は 知ら れ て 居 な 
Wo 

ULOEM P=ACie ld, HS, 長尾 の 雨 薇 授 基 他 に ょ つて 鮮新 世 と 推定 さ 
れ て 居る けれ ども , 上 上 記 の 化石 は 必 し も Bie LO 訣 党 性 を 有する もの 
で な さく , その 岩 質 及び 居 序 は 守 ろ 津軽 及び 秋田 地方 と 共通 性 を 示 し , t DHE 
積 相 に 於 て も 赤 近似 性 を 有する も の て ある 。 訪 富 教 授 の 下部 凝 族 岩 居 は , 

, 吉岡 西南 の 訪 山 筆 地 に 於 て は 標 式 的 に 開 達 し , 津 圭 地方 よめ 秋田 , 山形 に 及 

OS 直接 に 古 生 居 及び 花 賠 岩 の 基 般 地 層 を 被覆 し , 中 性 乃 友 基 性 の 火山 岩 の 
irvine Ces DRE A 75 ARIE ORICA EAC propylitization) を 受け た も の 
で, DRAM OME SY O'R eH L, bee: OED IB 
し , FA ABBA ES OMAK 相 党 する も の で Sys COIR NIL 中 新 世 植 
物化 石 を 含む SBE, + ペー キュリ ナ 及 びす * プシ ナ を 合 む GRAF IC 


LD) KR AFR CGB, Ai | 14 2 BE, 
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KOT AMG Midd, MIE 中 新 世 下 部 を 代表 する も の で ある 。 山形 
Oi ARS, MRO A, WT OTA OBR A i BUCA I (筆者 
ODA HR ES WEIR es FD A= Ie (= AA OOK 20, GEARED Ia) th 6 et 
WABOPARCIR t N-—F AVF RECA ET LF LADD DESL S de 
W204 2 PORE ¢ allen’ HESS. MUC LO HM ATED teh 
BOR BIS, ES PERRO LACS So 女川 RAS, 更に その 上 
Ai 7s SAB RCAC b ER SACL HRHORMBAIC MT Id, 「 火 山 」 
—AS EK FRA 3 DH DY SH, TC A ASN ROD EI I Fe BH ) 

森 邦 油田 に 特有 な 海綿 化石 及び チア ァ シ ラビ セク タ を 産 す る も の は EBB 
Db, 越後 の 中 越 統 , 秋田 の 由利 統 ま で ヾ ある が , 吉岡 の 北方 釜 谷 , RAM 
田 よ 9 め 知 内 , HEB PIER R § BSE ST BD 地層 は 秋田 の 女川 乃至 船 川 必 と 只 同 
AACS <A C HO, CHAM eREST S~LOCH4D 6, Ells 

Ud FPR SS BELA S BOC, その 堆積 相 に 於 て も TB AY 7s PAR 
す も の で て ある 。 (A LIRB, MN, CHWAO 女川 層 の 下 族 に 於 て は , Bie 

266 § GRAM BT SEOTHS 10 

BES AA SACI PP ARE es a EA OSE ERR 18 BEEIN et I  AS 
fee, FRA BO WANS BIT HS sO, 少く と も オイ ル ・ シ エー ル 
を 含む 下部 及び 中 部 真 岩層 に 至る 聞 は 大 簡 に 於 て 癌 島 訂 に 村営 す る も の で 
あら 72。 

筆者 の 測定 に よる と , CL VP ABBE eth OH lid I< PHT B&O » PE 
さき は 約 80~150 m, (2 う 下 部 頁岩 麻 は 70~110 m, (3) AS te it 110 ~350 
m, (4) 5) APE It 100~150m CHS, FARR St OC 
LIBERA 90M, その 最 下部 に 厚 さ 1m ORAZ SUA AB eA L, Ite 
DR EAE TC ia [49 80 m の 下 族 部 に 1~2m OBEN 4 ew, その 
cbf devCH et 2A CH Oo AiR EOE Mn Clk, #9 150 m の 
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BExLASSTRARAPK 1~2m OUAAE 6~7 必 を 算 し , その 中 間 
に は 泥 放 岩層 を 挟ん で 居る 。 こ れ 等 は 福富 教授 の 記載 と 同様 で て , その 一 般 
走向 は N 20~30°E, 傾斜 20~40E CH OD iY) SH) 6 EL. COB 
PASE LTR BPRS KDC MDG IC IE S EO RUT DBD GV TMs 
が , COPHIRG < BERL 2 D 走向 断層 の 存在 を 察し 得 可 く , 今 夏 , 八木 
PRBS LOT RS S tute 2 BO HRY 200m HERI SD 4 4 ove: 
シェ ー ル 及 の 下 盤 に は , YG 21 PSE et I Ci OB, RMLs 
めで て ある か ら , WS LA LCOHWRICIE 走向 的 断層 を 推定 す MSCHS. M 
OM SMWBOMLD 6 観る と , 上 記 の 如き 多 敷 の AS, TOK, 
小 敷 の 油 母 頁岩 居 の 反 狼 出現 せる も の た る を 係 し 難い 。 

Piha aie POMEL &, FBO tard IER Ze SEK BL, N 10~ 
20°K, 25~50°E な る 一 般 走 向 及び 傾斜 を 示す も , HIRE ELIE TSE 

ih BEA oR EDK CHISEL < GSE L, ZORBK S38 O (GORE) lk 
HP) BAN he BL, Bebb ee AIRS UR ORIAT & ADS 
fs 1m OBACKOMAAS CHF し 得る も の は 2~10 cm Cys 3~4 
を 敷 ふ る に 過ぎ な い 。 そ の 演 油 量 も 1~10 7% CH SDD, 油 は 比較 的 良質 で 
Ho tiKA LM COMBAAR OMA, COTM, ROS OME CHES 
る も の で ある 。 

it 火 + B 
LLOP MRO TRA, 及び 中 部 頁岩 必中 に は , 7 4 vy Bie 
OEY, RUTOMALEK FSG DERBRA LO LID dD O, fa 

れ も 侍 土質 て ある が な か, MELT SD SICHOTHH L sO, B 
OTE do Lis に 従 つ て 同様 な 傾向 を 示す も の で ある 。 

FLARE LEO 比重 の 大 な ぁ る を 特徴 と し , その 見 か け 比重 は 2.25~ 
2.30 で , iON BLN LILIES OHA OD 2.4 前 後 な る に 比 す れ ば 稽 軽く , そ 
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の 粉末 の 比重 は 2-6 前 後 で ある 。 そ の 色 は 温 時 に は Be LABMR > 
AFT BS, HOU (SBIR EG b 7S O MUTI ERB) RAE CREE C 
REAMA LO REACH 
に 認め られ , その 運搬 堆積 に よる 事 を 示す が , Fs 1 -v zr OF wR 
を や なす も の は 原 地 生成 の 護 跡 を 示 し て 居る 。 こ の 粘 圭 物 は 偏光 の 下 で は 帆 
Dis SBME AL, その 大 部 は 非 語 性 か カ オリン, 即ち ハロ イシ ッ ト よ り 
成る も の と 認め られ , 有機 性 叉 は 薄 質 の RCH LS THE GAT So 
RABLOD 6 Dik SORBBURA E 4 BUH OMS RRR DHS 23, 
© RUE ARIE ELOTRAI RAS 224.0 


第 一 表 第 一 表 は 代表 的 な 頁岩 性 の 耐火 粘土 の 分 析 表 で あ 
SiO, | 49:95 | gaps, <OMD<, HIE 25 に 近く , ヵ オ リ 
TiO, | 0-64 


AlzO3| 3424) > £0 4% FEU HEROS EH な る を 示し , KAI 
Feo03| 0-19 
FeO yee PS THEA, AB, ROWE Y v Y 7 EO I KAAD € 
MgO 0-01 ; coe 
CaO 0.93 | UICHEWo CODA VIMAR T Sb OBO Ii 


0 042 | ARR. eee aut, EMH SIE It 2.3; 
| EE) 24,25 ORC, AMICI T 2 TY VO BOT 
を の RRICURAL WI 2b O%e ILM HLT 
8 GRD ORAM EE 3.3~2.4 BIAS HEORAKMREIL 0.5% AIK 
OA 12%, アル カリ は 184 で ある 。 

この 粘 士 の 耐火 度 試験 の 結果 は , 第 一 表 に 相 党 する も の は ゼー ゲ ダル 温度 
計 34 番 (1750°C) で あつ た が , HLM の 鐵 分 を 除去 せ は ぐる も の , KA 
(he BI AL OLR COMBI KOT 33, 32 番 に 低下 し , 最低 31 番 
(1690°CI CHAS. HM LO 焼成 物 は HB %e BL, その 他 , BEBO, その 
FLA (12-62%), Wee, Ze HN EARLS IE UT KEI SOO SMS TH 
Bo WRECK, HMA LIL t OWEN DB SAE 2s OCB し , NO AB -LIL 
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Z&0O bxeole Gs 4 GAS 属す る に も 開 ら すず , COMED > HOLS 2 
EBT A SRICHS Io 

MALOU IL, 上 記 の 如く その HWA KER OBL LDO BERO MED 
FLS BBE HS Cd, FAME 7s Be ATS LIF SSE OTH SB, CORP 
部 粘 士 大路 出 面 積 の み で も 犬 約 0.75 PREY EL, COMES 4~2 米 
と する も , MME die IK 2,500,000 Wie F 6 SSEOTH SH So 

筆者 等 の 研究 は 工業 的 調査 に 非 さ る を 以 て , MOMS AMIR BM UTAH 
ほ は 精細 な る 調査 研究 を 要する は 勿論 で て ある が , 面 か も 本 邦 内 地 の it Kak 
DIRE 6 BLD GALT HS 現在 に 於 て , 吉岡 粘 王 の 如き は その MEO 
吊 な る と , 均 質 な る 地層 を 構成 し て その 地理 的 條 件 も また 控 握 運搬 に 至便 
な る 等 の 諸 弁 に 於 て 第 界 の 注目 に 値 す べ さき で あら 5 。 CRE) 


FEED “ WIKBAR” (CHS S BSH AE 
(第 二 報 ) (5) 


11 本 BR Rm Gs 
5) BiReMHO “ WRI” ES, 
基 供 用 試料 の 種類 K と の 開 係 。 
(ASRS B 
AS ELAR ES — Jo Jal UU (WSU TC PROT 供用 試料 は , MT AHIR 
RACK 1) のみ なめ し が な, FHOA ERE RIO Cit, 其 以 外 別種 の 試料 
に 就き , “WARM” に 開 す る 検討 を 行 ふ 。 Ii LC A ERIS = (Ki 試料 に 


RUS, ELP LOW MOBS c Mitt oe LT KELL L RS AK 


件 の 億 炊 の 如き 試料 を 供用 UCR RRA A LB, 


po any rl 


< 
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# 
Koa + ++ PEA BATE Faw 1 SUSE 9 FE 
Ks agi T1 BR Sag MEAG ig SR PT REI ET 
Mi Ke AWE A MOBRELE CB HARB OIL S tuts SRL 
に し て , FEA Wk L AED ILFEO, BRA PAEJAR fiibod CT BEER € 7s 0, SRT. 
の 困難 に 陥ら しめ ら る ・ 事 , PHIRI CCRC HETE LIS SRO IE 
む な き に 至り し 通 道 あ り 。 面 し て 試 に 該 粘土 出現 箇所 を 特に 通風 を 能 く し , 
peur Ae ARI Lb LIB, HABA LC bl LIE St CT BI & f “EJ 
L の 現場 に 於 ける 注意 すべ き 開 係 を 物語 れる 試料 て ある 。 後者 Ks は 撫順 
ohh RWB SMA BOR Lice SAA UCR Ce 
REOMACH bo WHAKOME と 笑 せ られ 居る 摩 財 の 一 部 に し て , 
We PUEL, DEAL Ly 滑 性 を 生じ て 安息 角 の 下 衡 を 破り , FANN LS RHA 
[MYR AS HWS © SBD) Ze AES TPR EC EE Ze TLS BETS L CTA S oT 
し て 営 現場 に 於 いて IATA BBE, 吸水 に 因 る SLE I 7 ROAR 7 BA lt 0) L 
め , HOS b 運動 の 動機 に 此 “ MKB” 7 ROB 5 ONS A 
FREHCdo6 LUGO Versaghi 教授 は 次 の 如く 褒 断 し て 居る ge HitD 
周 眠 は 所 細 管 水 の 表 面 張 カ を 除い た 時 に 生ずる 純粋 な 弾性 膨 有 て ある 。 従 
て 粘 寺 悦 の 毛細 管 水 を 局部 的 に 蒸 杉 させ たり 0, 或 は 其 表面 を 局部 的 に 水 に 
江 せ ば 副 應 力 を 生ずる 。 基 強度 は 巨大 な 建造 物 の 重量 より も 疾 に 大 て あつ 


工科 通 地 近 0 り と 和 棚 せら れる 庶 大 な 土地 の 運動 を 引 起す 最初 の 原因 も 赤 基 て 


あぁ と 。 Le PCM LES ED Sb, “WKB” DAVAO 
HI © MD BHO DCB CRESS ATH 5AULM 4 BV 
DEF ARBERORMEONS IER BH ET 2 o 


DE, Uwatoko, The Oil Shale Deposit of Fushun, Manchuria, p 123 
2) 池原 , WER BLAH PAM, P. 29. 
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供用 試料 bib Ky ; Ko; Ky D= Hie LCI CT BMOAW 3 J Si (0.1 
mm3 WE) と し て 供 用 8 

供 試体 AHR St BI ESS SECA SZ, Jy Cy = 83.68, 
().=12.5 gr. 2Ry=39m.m, D=6m-m, 

富 験 装置 AAI = LIK 

富 験 操作 同上 。 

RRR 加 に 供用 試料 の 種類 K ORAM, MAW SIH TR 
剛 結 果 は 第 十 一 表 及 び 第 十 二 賠 に 示す 如く で ある 。 

Bio Rae me 
ALAR ORR K を 異 に する 場合 に 於 け る, HALOCH) “ Wok 


Wie” 及び (る う 吸 水量 HL, 其 供 試体 に 吸水 中 加 へ られ 居る 
toi HCW) Pe CBS 3 PBR AL 


| 9 : 7 2 Ca) : CD 
SORE ie tes Uo aige ens ep E ry 
BO In 0 0 522 4176 | 185 © 30-83 
XVI” 0 0 7-59 : 60-72 3:10 i 51-67 
XVI”, 0 0 5-00 | 40.00 140 | 23-33 
XVI。 1 0.84 463 | 37.00 | 1.09 | 18-17 
XVI” 1 0.84 6:30 | 50-40 1-35. : 22-50 
XVI" 1 0.84 425 | 34.00 0-66 i 11-00 
XVI4 3 0-251 3-90 | 31-20 0-40 6-67 
XVI'", | 3 0-251 5-90 i 47:20 | 0-88 | 14-67 
XVIs | 5 OAL = Ae oe Bee ee 
XVI” = 5 0-418 a ae ye aseneee eae eee 
XVI" 5 0-418 3-57 +: 28-53 0-12 1-95 
XVI 6 06026 eee Jol See pes 
XIV” 6 0-502 5:73 | 45-84 0-55 9-17 
XVI 6 6 0-502 3-48 { 27-84 0-04 0-67 
VIZ ve 0-586 3-68 | 29-44 0-14 2:33 
XVI” 7 ee sha [Caos eo ee 
VI 7 0-586 3:45 | 27-60 0 0 


ever etic iNet ae pr dol hha 


SR a ge peat aaenace cern kas) hipaa ener: 


Sin eae 


= 


ene 


ik eee dene AICI) 


: (る Ls 
Nos | Pes it,95em2 i P’xgjo.m2 2 Se 
| i I Igy h % dm.m ie % 
XVI ee 0-837 355 2840 | 010 167 
XVI” H 10 0-837 5:00 44.40 442 
XV 10 0-837 SSE a ae ae tase eee: Les 
XVIq 13 1088 | 343 | 27-44 | 0.023 | 0.38 
XVI", 13 PEO tks ace ak, hehe ee a 
XVI 3 ESS ne eo ET i RE 
XVI9g 15 1:255 Bas 26:64 0 0 
XV 15 1.255 5.30 42. 3 
2 Xvi” 15 1-255 =e He ae eee 
XVIp 20 Pan oe eee anima ee 
1 1.674 5-00 : 40.00 0-28 3-72 
XVI"; 20 L674 oe libs Hick SUD ee EAREOASS herd te wise : c 
XVI 25 COVE Name eee eet eee Ig AN eke 2 
11-12 25 2.094 4-85 38-80 0-15 2-50 
XIW"\ 1239 25 A Ye no noc ER Mean ae Ion ped te coe a 
XV 3) 2-30 Can TY pee Se een eee Re ee Tt nc 
RV i 30 2-510 470 | 3760 | 010 | 1:67 
VAG 30 10 3 
XVig 35 OIG Ee yee sas'aande ha a Aeec@h ra imreararee 
XVI;; 3 2.929 4.65 37-20 0-08 1:33 
XVI", 5 3, PEGQO? | sainimiess foc me 暗証 本 導い 
XVL. 38 3-180 pie a Sen ee 
XVI'16 3 3-180 4-63 37-04 0-05 0.83 
XVI45 3 PASS RTR EA mos 
XVI"15-17 | 40 ; 3-347 | 4-60 : 36 80 0 H 0 
XVI 45-171 40 3.347 tr ieee ee be seus 
備考 P cB AAS Blt 11-95 cm? CNS 3 CHD) 


P’ (rH Gr BR Cm CBS 3 CMD, HW aM, bh (aM 

KA, das o “WR” |, e GHADME MT 

xi No. XVIq Jy3 No. XVI 17 4 Ky 試料 に て 作製 を る 供 試体 

No. XVI"; Jy3 No. XVI%17 は Ko 試料 に て 作製 せ る 供 試 体 ; 

No. XVI"; 793 No. XVI は Ky 試料 に て 作製 を る 供 試 艇 
で ある 。 


2 ORO) OR OK aS fit 12 


fel (SAG RAPO h Re L,P LOMAS El, 第 12 OM < 


#122) 


af され を ぁ る 。 
Pee ino 
AT ORI K & RIS SHACK 3h 
“WokIwE ?E £ Mok hi~ Ss ere CHD 
P と の 開 係 表示 曲線 
(試料 Ky Ko Kg) 


CARE Th) 
ーー f= 
C, @ 2k D 3 K 
a gr ao me on 
8368 125 39 «6 Ol OK 
8368 125 34 6 GT, 
6 Qi Ks 


ム 

qd 

V 8368 125 34 
— 

ーー 


and Hydration CR, 


Percentage @P Exponaum (e) 


0 07 0% 06 08 10 12 14 16 18 20 22 24 26 23 £0 42 34 


Load (P) "Yam 

Rr (atl CO) EWM AIR Uo As BERR OE = (CN Be HBB IC LOCA 
る が , Ke 及び KK』 Bi CAZES VEC FEBS GOLOTA SZ 
SOBEK A FRIST ASL A MN < , SHAE B REO BIB Ic © , Aap 
BRK SHIN 1 BBA L, Dh OA WHE” Ae も 茶 
(SHOT AR (Gk L, 或 極限 の 荷重 を 載せ た る 時 , 吸水 する も ARBORBME 
BES し て , BIE LOR BIBL MBI” (he ¢ BLY LAB ze UR 
と な る 。 thi UCHR Ky (CG UC, 花岡 試料 Ky YEW ARAS BUF“ Hye 
Be” © MILA UC, 撫順 試料 Ky HICH Bo JEG RROD el Aas S 
Ate SHB TIE, KU © KA KM PAPE OMS HSN ¢ pe 
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FRO REBT) 7G eID] し 得 ば , 此 間 の 開 係 は 更に 明確 に 表現 し 能 ふ べく 祭 
せら れる 。 BSF SIM OME ELAS BOR, 試料 の 種類 の み 
OBI OD § OMS BAA ABE MICO TRY LD GE RKEOTH 
Bo SHE BS OWS SS MP} eA ILS 少 有 する も , “Werke” 74 
現象 を 純 理 婁 的 に 完 明 する 機 答 に 織り , 実に は BA PAL し て MSS 
止む る 。 

DASARI SHR, BOMB L DCG HSH» HHS, 
候 に 現場 の 條 件 全く 等 し き 場合 あり と する も , 其 吸 温 性 物質 の 種類 を 異 る 
事 に 因り “吸水 膨 須 "の 現象 に 差 を ぁ 生 じ 上 述 の 丹那 粘土 に 比 し , TE RDG. 
如き は 該 現象 極め て 題 著 な る 例 に UT, 撫順 頁岩 の 如き は ZI UCL 
DOSAWMBARTEOCTH So il UCHMBMOIMR AG SM IRER 7S BME 
(LL A RRBRIEO KES RAG し め ら れる 。 RWIKRAEK Ze SALBHA “ WK 
7RNGHE A” Vein < , Aaa“ Ree LET NS elk LS [Il 
FEARS HREODMOR ABEL, 其 結果 必ず し も 然 ら 5 ず 』 
以上 は 僅 に 三種 類 に 開 す る 宣 肉 結果 を 述べ た る に 過ぎ ざる も, 例 へ ば 硝子 
22 VAT [MME VF i= UBS A 4, TEI “Werke” の 明 に 現 出し , BARI 
MUU THR ADCHS. RIBBLE し て 種々 の 試料 に 就き AMM Re 
すべ べべ 用 意 し ある も , 雲 に は 以上 三種 を 代表 と し て 掲げ た の て ある 2 

USHA “ OR ABI” (BAS MBS 各個 の 條 件 の BARS 場合 
を , AEB T7220 LIE LE AOCH OD, BIS bia RIED 
PAE Ie k SHA BMROMM IC AG talkie 5 va, IM UCR, ANZ TE 
的 に 願 る 事 と する 。 CAKE) 


AB 14014) YA OO th hk 
BPARAWRRAARX (1) 
gas HK OR 
A 次 
Tee ce Tl ARR TI 白根 火山 近年 の 活動 


IV BBR S SR V Bp, CAD Ree CB) Ge CC) WAFL 
VI Spry, CAD 火山灰 CB) 泥 土 流 COM COD RUT CED YAAK 
VIL He VI 間 


1 @ = 

昭和 7 年 10 1 Pe 2 RGU ERE RO BG ic Oo 
ALA WIL FEM CL CREEL, IY 九 に は ラ デ ォ に より て 全 國 に 報 導 せら 

た り 0。 BdiiROde k OME AD dO Ld, 都合 に よめ 余 は 10 
月 12 A filet ed L, 往復 10 日 間 の Bee BBO OO. COM 
査 せ る 事項 を 纏め て 牙 に 報告 せ む と す 。 

AHR EES (BO CL TEGO AARNE 75 御 指 導 を 辱 ふ せめ 9, 厚く 
感謝 の 意 を 表す 。 叉 現場 調査 に 際 し て BMT BBO 配慮 を 受け た め , 記し 
て 謝意 を 表す 。 

TI 責 根 火山 概 褒 

th ARIUS LA BO 境界 に 近く , BERG ACPA D BSE HE 
0, AAS SRATRR OPAC SHOMWBIALS . 白根 山 の 山腹 を 横 ぎ 0, 
火山 の 北方 洪 峠 を 越 め れ ば 長野 落下 高井 郡 洪 温 泉 に 通 ず 。 

FURIES b CSS AD, 南 な に は 江間 の 噴煙 は 指 呼 の 竹 に あめ, 東方 
より 東南 方 に は 赤城 ・ 様 名 雨 山 の 雄 数 を -- 購 に 敢 む べく , 叉 西友 に は 上 信 
國 境 の 連山 を 隔て ヽ ゝ 活か に 長野 下野 を 詞 見 する を 得 べ し 。 
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地形 FIA C2162 Rik CORI IR Sg Fee Med 
- BRC » pate L, — REP AKON S Re BS 大 橋 教授 の 調査 に よ 
れ ば 雨 山 は 寧 に 噴出 中 心 の 南北 移動 に よめ て 生じ た る 同一 座 の 火山 群 を 構 
成せ る る も る の と せら れ た り の 。 ARKO WI % Sic, WOW RO 
MO WA It EEO PES RO CREE OCR AK LO PRM te 
ILS & OO, SEGRE BIS Ds SHWIKIH PS EORKOS Ze 
KK UKIUOPE ROFL Ha IS BRIS WI 6 te CHEE OR Ae SL SS bE 
は ず 。 WUEBO LPB it bac S122 ROC UC ES I SIR 
ょ り め 構 成せ られ , MBO ST WAKE Ie 現在 の 地形 上 に ょ よく 現 は れ た 0 り 。 概 
ね 話 岩 流 は 百 根 山 及び 元 白 根 の 山頂 附近 を 中 心 & し て 東方 及び 南 友 に 流れ 
た め り DDS, 白根 山東 側 に 礁 て は 条 複 雑 な る 流 走 基 態 を 呂 し 居れ り ( 第 八 園 参 
Ho 
TCAALILAA IE 2% S ATRUF 7 BT AIL L, BARI OD — Aa 
“ARB te LC 0 LD, TOMOMR © WEDS & O BULK AHI BEE Gat 
7200 FARRAKIUBEIC ES Sk Rid — AIS Zs O CHE, 中 白根 山 の 東側 に 
BS CULM EO HOI = HS BAU CAR A AG REE 4 225 So ACT KO 
WEB, AER ORE PIE O40 6 ARID KO BEL RUS BEDI UT, Me 
4 Levit F UCR HBABIC A BPI REHEAT Oo HE 
津 町 の 北西 北 3 FEO HWBRNI IS CT LATE GE AKTEO PULORB & HHA CARE 
tREBORIMOR) ¢ OMA ILA O CHS RRA THE 6b Ss O 
ALE O, BIL ORI LAS Are SEO. 

自 根 山頂 附近 の 地形 HRI al PE IO Ag I= hs OTK Ee 
を な し , その 上 部 は 借 か に 窪み て 犬 噴火 口 を な し た る も の ・ 如 し (第 一 賠 )。 


1 大 橋 良 一 , RRAMMRAMH, H 78 HE 16~19, 大 正 2 年 。 
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然るに その 後 の 活動 に より て 大 火口 の 東南 部 は 拓 は る ゝ に 至 め , 西北 部 の 
み が 鐵 存 し て 現在 の 白根 山 最 高 部 を 成せ る も の な り 0 り 。 KCI ORBWE L ze 


te wae | 

as Iai reecn CD amex oe [heron na 
白根 火山 項 上 部 の 地形 園 

れる 昔 噴 火口 の 東南 部 に 営め , 連接 せる 8 個 の 火口 を 生じ , ITA 
多量 の 大 火山 弾 等 は 党 叶 の 噴出 物 な る ぁ る べし 。 こ の 連接 せる 火口 の 東南 部 よ 
の 西部 に か け て は 高き 約 100 KRO-K RE 形成 すれ どる も る, 北部 は 直 に 次 火 
FURIE L, AH ORT & OLS MICK EMG BOAO 
Tat 3 AO ASHE & 0 PEPSI OC DRE L, 中央 な る も の 最大 に 
UUs CAPE 6 PIR SO RIC LAW HE BLT COBH 
Do WBORICI HS 6 O は 冷水 を 洪 へ 水 倫 と 呼ば れ , ZORMABSG 
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ch Oia c: € 20 KE 3 Bow 連 る も る の は 明治 15 年 の 噴火 の 時 
&C ILA LIE O LRU CABO ARE &, FALE < Ake TEA TE 29 。 


第 = fal 


eae eh 8 0 By 
KC, KBAR e BE CWA 87 年 撮影 )。 


Wt BSL OBMEIAA CME 6. TA AIS AS OC TB 
Ha). 近年 自 根 山 の 活動 は 後述 の 如く 主 に 湯 答 中心 と し て 行 は ね れ , 明治 以 
BILIST 8 BROWER BE UD, FROG & PHEO APM TH 
9 り た る な 0。 

猫 自 根 山 項 に は 香 噴 火口 内 の 北西 部 に 営め , 現在 は 埋まり て 必 し も Wie 
な ら ざ れ ど も , 大 橋 氏 の 記載 せら れ た る が 如き 3 MOK sks O, 叉 
水 倫 の 西北 に 隣接 し て 稽 新 し き 一 爆裂 火口 を も 認め 得 べ し 。 百 根 山 の 南側 
(HE BRAKE bE Uk 度々 噴火 を 演 ぜ し も の ぜ ゝ 如く, 附近 に は Do 
の 火口 双 あ り 。 弓 池 は その 内 最大 の も の に し て 現在 は 水 を 江 へ た り 。 こ の 
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FF HWACWE AS ESESEORRERK EO CAE Ute SSBB O MISE FE dO 6 
Ill 白根 山 近 年 の 活動 
十 く は 自 根 山頂 よめ 叶 煙 の 綴 の る こと な か りき と 依 へ べら る ゝ も , 明治 15 
ZF OPRBERI ILS 70 年 間 は 全く 噴煙 を 見 ず し て 極め て ABEBPIR GTO o TF 
WEN THO) RAE IL REN, 中 に は 人 急 虫 すら 楼 候 し , 叉 湯 倫 は 酸味 を 有する 
BOOMS, 湯 倫 と 呼ぶ ども その 温度 は 温 く 感ずる 程度 に あら ざり 
き と 言 ふ 。 然るに 明治 に 入 め て より 再び 活動 を 開始 し , 以下 記す る が 如き 


活動 の 記 鉄 を や 有 す 。 

BAIS 15 年 (1882) 8 月 6 日 

MEO DNB LCE 草津 温泉 古老 の 談 と LCA 氏 の 記載 あり 。 そ 
れ に ょ れ ば 8 月 6 日 午後 2 時 頃 境 雷 の 如き 斉 野 と 共に 爆 細 し 湯 稚 を 中 心 と 
UC 4 See D2 le 4 CPE Oo —ILBAAN BEC UT BAO LU, Fe IE 
泥水 を 噴出 せり 0), MAME BEBO WN ABE NS UE < AE CRS ESA Ooo 噴出 物 
LARS UT BUI RRO Le CHEC INA ICMR I OGL 
OMNF OPPS Kk OU BIL 熱湯 と な り , KEROBS & PRBKPIESICE O 
た る も の な り 。 AFM SCL TSE = BEDE LANIER IR OD Te od 9 57RD? 
CHE L, 4 ALIA O HAA CSL S 枯木 の 林立 は 常時 の BAKA Dik B 
FEST IED 6 

明治 30 21897) 7 月 31 日 

© DIS OPEB IE FANE OD 硫黄 探 堀 者 は 外人 を し て Uh BODIE ARE LE We 
size PPE LD, UENOMY SHARE LTS UT, HLS Oe < GEE 
に 引火 し て 大 火災 を 惹起 せる こと あり 。 後 機 何 も な くし て 7 月 31 日 午前 » 
eRe OEE apes die te (IIR AGO SS Ze He Cy 泥 土 を 南 友 に ARR 
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せり 。 ARR DE LURK 1 HOB WH eH, 

明治 32 年 C1899) WENN BMED OT 0 | 

明治 35 年 (1902) 7 月 15 日 REO RRS Wt 小 丘 に HO, YY 
TAIL AR ob CARRE ZS O Se Ji [me ACB ERE の 報告 に よれ ば 樹木 に 徹 は れ た 
9 り し 弓 池 北 呼 に 15 日 午後 4 時 頃 爆 細 を te OL, 7K FRSA UT He aR} 
し , こす に 彫 鑑 形 の 爆裂 火口 を 生じ た 0 め 。 そ の 後 敷 ヶ月 間 は 活動 に 消長 を 
SLO > MKGBARK Bt Oo CORI 月 BICC VRE eH: LU, 
WETMARACHA TIE 1 寸 の 積 放 を 見 た 9 め 。 双 9 月 17 日 午後 1 時 の 噴火 は 草津 
HY & O FRM SOLS DET © 

昭和 3 年 C1928 う 12 月 31 日 MEM ROSK OI kA HS, BH 
木 の 振動 する を 感じ , 積 土 上 に 火山 族 の 隆 下 せる を 見 た り LD, 冬季 の こと 
\ CHEB BD ILS SILBGVS 

今 次 活動 直前 の 惑 態 前 逃 の 如く 明治 32 年 に 湯島 附近 に 活動 あり て ょ の 
。 後 は 白根 山頂 部 は 概して 水 笑 を 持 績 し , 殆 ん ど 噴 気 を も 絶ち 居れ り 。 HH 
賠 は 明治 37 年 頃 の 撮影 に か ・ ゝ ・ り , K < PANE O mPRRAKRE 2 BES IES Lo K 
E に 入 め て 後 も 概して 無事 な り し が , 大 正 15 SECEDE EI BC 
気 の 立 昇る こと あめ り た 0。 FRRBOMA & Kore wl k O 2,3 KO 
淡 き 噴気 を 見 る こと あめ りき と 言 ふ 。 

近年 湯 答 内 の 堪 積 硫黄 は EEK BLO PRIMES T 4 ATIC UT, BE 
年 5 月 よめ 9 月 に 至る 約 5 ヶ 月 間 稼 業 せ 9。 一 昨 昭 和 6 ERIC BNO 
探 掘 場 と 草津 選 間 に は 運搬 用 宏 道 を 架設 し , SL EP HEME SIL 排水 用 木管 
を 敷設 し て 湯 答 内 の 減水 を 計 庫 せり 。 こ れ ら の 設備 整 ひ た る を 以 て 昨年 は 


1) }WESHESE, 389, WAT 30 年 。 
2) JNWPBEACEN, WME, 9, 461~465, 明治 35 年 。 
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例年 より 1 ヶ月 稼業 を 延期 し 10 月 一 一 株 事業 の BRIETE O し が Hl Lo BS 0 
不幸 に も し て 10 月 1 AACA KOBE CH LEZ EOK OS 
IV 爆 可 に 開 す る 情報 

白根 山 錠 地方 に 於 ける 爆 北 の 情報 次 の 如 Lo 

(1) 10 月 1 日 午後 1 エ 叶 50 分 頃 草津 町 に 於 て は 折 し も 晴天 の 百 根 山 上 に 
ASSERTS AD 22 BEL O 9 HUY CB 722 KET — RS 75 B FRE 
hee EWE LG >, PELL D 0 “CHRIS ASB IS BAHU 28 Wy Thi BO 
WEIS MEI & HBLICITO RGA Ze BOT Oo ARB Ah KO し た めか , HEAL 
温泉 に 於 て は 鳴動 乃至 爆音 を 気 険 きた る 者 な し 。 

(2) FURR IL RRE 8 FFA S PRM IL RB AT bk < TRI MIL a, IK 
PRIA HE LT BET LARD & SILOM Lg 晴天 に も 拘ら ず , 約 1 時 間 は 
山頂 並 に 草津 町 方 面 は 全く 宜 る を 得 ざ めき 。 

(3) 白根 山 の 西 錠 高 座 温泉 に 於 て は 一 般 に 鳴動 或 は 爆音 を 聞か ざめ し が 
温泉 旗 久 豊 國 舘 の 客室 中 白根 山 に 面 し た る 硝子 窓 に は 午後 2 時 頃 振動 を 認 
め た る 者 あめ 。 MBAR ORDA ILI TE Lo 

(4) 党 日 長野 市 に あり し 人 の 言 に よれ ば , 1 日 午後 2 時 頃 よ め 白根 山頂 

(CPE we IS NS Zell i k O SSL LIB TO 

CO) FEA ILIKE O し た め 草 津 温泉 の 浴 容 約 80 名 は 登山 中 , 山頂 に て 爆 
rr ee 
た り 。 SEAR AIS TAF IOS IE & O BEERS 2 Bm e200 0 

PREEBINSHSO SAGEM AKOM し 。 

(1) BEARETKORE 0 と し て 間接 に 聞く 所 に よれ は, BREE IE 
GLI 5, 6 日 前 より 山 は 鳴り , 湯 稚内 の 熱湯 は 沸き 返 れ る を 認め た り と 言 ふ 。 
人 然 れ どる も 余 が 直接 造 難 者 より 姜 取 せる 所 に よれ ば 全然 前 兆 的 異常 を 認め ざ 
りき と 語れ 0。 


ii, 21 研 He mK #2101) 


WE PEM & PH RP PY o> yop ye kV PALL 2 eA 
を 望む 。 (昭和 7 年 10 J3 1 Pe 2 BAP 


WPL ie kU SS TDR BE AS ME 
to (昭和 7 年 10 月 4 日 午 后 3 時) 


8 22.22) aR Hk 2 


(2) BREE O AKG RS SER OSES PFRKOM し 。 即ち 1 日 午後 2 時 
頃 , BAO HA, SIC BRES る 断崖 よ 0 突如 石 が 飛び 始め た 0 り と 見 る や , 
BERENS L CAREC Gt BEA O HAC HW I — FFI RE e ASHE, 作業 中 
な めし 20 BABS, BHIRBKO PRBBINE 逃れ ん と せ し が , 偶々 通路 
(BO USA PAC BU MES FL ee じ , 避難 路 を 遮断 せら れ て TRIE ¢ 
落石 中 に 進退 を 失 へ る 者 ある に 至れ り 。 こ の 間 落 石 の た め 2 名 即死 し , Ie 
Sop & JCI 2 PER UC BIS 5 AH eH EO 

(3) 1 HOPE KE OTABENICRU DO UR DEO 板屋 根 に は 落 
BND & AGF eS 9 RPE OAK IRIE Y 7 + 7 OW CFE 
PEAKDRBEAES OS LBA 

次 に 2 日 以後 の 情報 次 の 如 し 。 

(1) 10 2 ASR RA, 草津 町 青年 園 等 は 早 彰 傘 山 し, BER 2% 
OD byeltte 2 BE L, Ze EMT IBN O 。 菅 日 の 山頂 は 前 日 同様 MERE Ze © 

(2) 10 月 4 日 午後 2 時 30 分 貫 草 津 町 に 於 て 微か に 鳴動 を 感じ , 第 2 回 
HOMER O, BAS 晴天 に し て Ite O し た め , BREE 
面 に 魔 き , 同 方 面 に は 感 に 隆 旅 を 認め た め り 。 MRI SHS CHS, 1 日 の 活 
動 に 比 し て 積 族 量 は 多 か り き と 言 ふ 。 (第 四 園 参照 )。 

(3) 10 月 7 日 午前 3 時 頃 草 津 町 に 於 て 鳴動 感じ た る 者 あめ, MGRKOR 
(S205 LACED LTS PBA O, 香草 温泉 に 於 て は この 雲 な き 天 
A872 PED ARITA & OWT ARAL CHa CRE 2252, EIR IO So 

(4) 10 月 14 日 午前 3 時 頃 草 津 町 に 於 て 微か に 鳴動 を 聞き た る 者 あめ 0 。 
RAT CSE ob (SSRIS BT RIC LD Re DIN, 同日 る 晴天 な り し が 
風向 東南 な りき 。 余 は 常 日 草津 町 山田 氏 等 と 登山 し , 新 に BEIM I RY 
な る 噴気 孔 列 の 生じ た る を 知れ り め 。 CENA) 

炊 に 余 の 同 地 滑 在 中 に 於 ける 小 爆 胡 或 は 噴煙 異常 を 記す れ ば , 


4 
b= 
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oe ieee OsaeAb ewe OnSeMRETE 
KODE LES OBE OMIMRA OT O 6 

(2) 10 月 18 日 午前 9 時 42 ys ER EC RE SE AS Ee NS, 同時 
BIA OWL. RPE LAE LIC O 6 

(3) |) FEF ILEANA COMMIS FEI ate be U, HES 
は ん 方 な か めし な, FRILRABS A A ERE Og 

RAR IINFSRROMB 白根 山 今回 の PBI £O 剤 津 温泉 及び 高座 
温泉 に は 温度 及び 淫 出 量 等 に 何等 気 附 く 程度 の 調 を 認め ざり き 。 WA 
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EOI & OK) 500 米 の 間 木 管 を 以 て 引 湯 せる 和 百 根 山東 側 の 香草 温 


泉 に 於 て は 近 時 和 朝 1 回 湯 汐 筑 内 の 流入 日 に 於 て 温度 を 松 測 し 居り し か ば 
その 結果 を 爆 杉 の 前 後 約 ユ ヶ月 間 に 就 て 見 る に 第 坪 岡 の 如き 奨 化 を 示せ め 
該 温度 の 毅 化 は 比較 的 催 少な る と , 叉 当 出口 に 於 て 直接 測定 せる も の に あ 
6S AMARE &, BCE IWAN SORE EHO tim Hat, 10 月 1 
目 よ り は 更 こ 上 昇 し , 第 二 及 第 三 の 活動 中 持 績 し て 再び 低下 の 傾向 を 辿れ 
04 2 OD WBME LAA ERS DUNS KRO BC HS STS8O » hs, 


要する に 温度 と 爆 杉 日 限 と の 間 に 甚 だ 偶然 と も 言 ふ べき 一 致 を 示せ る を 以 
CHESCIZE BU KO 


= , | 


q 
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ISRATROKR UREAII A 27, 28 日 に は 小雨 あり し が , 他 は 活動 の 前 後 っ 
を 通じ て 年 ヶ月 以上 晴天 績 き , 叶 に 骨 天 あり LOA La) ESE 
た る 210 月 1 47 及 び 14 日 の 如き は 快晴 な りき 。 余 の 踏査 中 15, 16 OM 
FERED HE ob C ORBMIIS UCHR ST FLEX Oo (未完 


HR 


三保 産 Vesuvianite OX MHRAE 
Vesuvianite の 化 政 式 に 就き て 


oat 4. 高 根 勝 利 


Vesuvianite が 成因 的 に , BRBBLAD IK, EB) OE BRAY (= Garnet ょ と 類似 

の 購 係 を 有する と は 遂 津 教授 が 蛋 に 懐か れ た る 意見 に し て , 筆者 は 先生 の 

指導 に より 先生 御所 蔵 の 標 品 を 首 験 に 供する こと を 得 て Vesuvianite に 
開 し て その 一 部 を こ ゝ に 閥 表す る に 営め 護 ん て 調 意 を 表す 。 

前 奈川 束 足 柄 上 郡 三保 村 費 世 俺 御料 林産 の Vesuvianite の 形態 穫 航 及び 
EORTC ON LCE A TORCH) MELE の 研究 あり , 叉 三保 産 の も の 
と 同時 に 研究 に 供し た る Wilui 産 Vesuvianite 2 {t.iy 3220) SNR 
に 開 し て は 沢 ・Prendel に より て 詳細 な る 報告 を な され た の 。 

Vesuvianite Dah 

= (RIE Vesuvianite (pif % FL (COE UERBLLIC & 0 CH Sart B 

WN < LS BEX OC Pee WL Achmatowsk HOE HMI D. COR 


1) BAIR, WBA A's AEDT, 第 8 AB, 28~29, 1952. 
2) R. Prendel; Z. Krist., 17, 94~97, 1890. 


綿 25 mR MB 報 六 本 25C25) 


Hh & Y COOL)IL PFA SH) 0.5mm 7 AWK %O < 0, Ze Fedrow 


Stage 上 に 位置 させ , ZIMA EAC X BOR SBA LTO Laue Bia HER 
0, ZI KO THA TOMIE LTE, EUS Eth RCM RMAROA TS S 
HR aT Laue Bik +7872 0, Zl gnomonic projection | }j UT AHE 


$3) Be 


= ak 

Sever 

o oO 0-00-09 i—O O 
5 “ a 
き 


D ) 


三保 産 Vesuvianite の (001 う 面 に ws Se PL (OX HL Ze PRT 
し た Laue ‘Hc Gnomonic projection ei Uk ola 


mine OD YABER GR ZU) (c. L, HARARE ORR Ze BAY LCA HEMI THRE 
を 決定 し た め 。 H-MAZLHIBE Sb OI UTHHO BIR ¢ HOA 
と を 明暗 に 示せ 0 。 

Je \< iV LGA LOMAS BWA & OC MEK & 硬 物 中 に て 


1) S. Kézu, K. Takané ; Sci Rept. Tohoku Imp. Univ., Ser. III 1929, Vol. 3, 
No. 3, pp. 171~175. 
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X Mu Effective (HT SALE L ORE ob T R= 50.30 mm RAIL | 
eH o BEB'(TO1), (501 う 及び (702) (2D SHRINES BaD 
距離 を 各 10: 回 都合 20 回 測定 し て その 下 均 の 21 を 第 一 表 策 二 息 に 掲げ た 
0 。 第 一 表 の 第 三 段 に は tan2&x= に て 求め た る «を, 第 四 段 に は c= 


te ID THR te AAS c HBC, © OAR HHIE 0-7628 と な れ 0。 © 


SPR cae uk see ae Be Z 72 BEA HDG BES & 
LS ee 2 |_ 8 | otihesnE Seo eit 
701 | 39:05 | 10°65 | 076274 


HET DIL FED AED RRS) 


| 501 | 56-643 | 14 415 | 0-76281 
| 70s 7.63 = 20 82. | 76285 a : Ser oe bere 
pe 102, TE | 20 520 | ONG |  CEOMRe es Sie 


oh eet Ses | 07628 | する 短め 第 二 表 に 一 括 し て 
掲げ た り 。 X 線 的 研究 の 結果 は , Laue Bi CU SA BOSRES & OHI 
{USE PE ORAM PIAS BERS HM ¢ LODE s MO MARIE 
等 に より て 詳し く 研 究 す る 時 は 従来 の 軸 に 土 し 45° 傾 きた る 方 向 を ar Bh ay 
と 選ぶ べき 理由 を 見 出す を 以 つ て 第 二 表 に 於 て は < の 値 を 換 穫 し て c/a の 
PEARED, 


CORR WED TEI AS 8 O77 OD, 或 は 結晶 の Mosaic str uctur 

(ALT S EOE OPEHRERTS 3 BORO. 
BULRFOR FR 

三保 産 !Vesuvianite O#AA k O HARE AIR O Rida OREO MAS E- 
掛り と し て [E100], [110] 及 び [001] の 方 向 に 年 行 な る 03x 0.3x 2.0mm の 
結 曲 棒 を 作 0, 夫々 の Ar) Ze Ha L LC KCu Re JOC Re A 
SEARO the Shih 3 2 he © FET AWE SBR EKO ZERAE LCE 
HUTRO HEBER SPEER Oo HALE ROB IRMIORNE 
oD ts OHS FABLE = 

diio=15.63 A, dip =22-11 A, do, = 11.93 A 


Sey ets Opin ge 


ay aw. 
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iE) C, 次 結晶 軸 を 探 用 する 時 族 面 心 正 方 格子 L な る を 以 つ て di 
Wendi ¢ LD CHRINS SOE BM LBS Lo MOTO Hit 
第 = & 


Lattice Constant and Axial Ratio of Vesuvianite, 


Auther Locality | c CA ) aCA) €5/ ay Remark. 
e! SEs pA see? aE 
| Takané | i ot akastae all geeenom lecoaeee 0:7628) by Laue Spots 
Trakane | Miho | ..... | 11-93] 15-63] 0.7627] by Rotation 
| | photo. 
> | Takané | Wilui [en | 11-87| 15-59) 0-7615} ditto 
Warren Roe Pa: 11-83] 15-63 0.757 | ditto 
| Machatschki  Alatal eee 11-89, 15-58] 0-7638) ditto 
Gottfried val Pallobial ...... 11-89| 15-57) 0.7632| ditto 
f | Optical 
| Watanabe | Miho VG aie wa) wants: | 0.7609 ae i 
Zepharovich | |0.5375| +--+ [vee 0.7601| ditto 
Kupffer Omelet] Ros 0-7597| ditto 
Gottfried rah Pallobia 0.5391 a | seus 0.7624| ditto 


KS f-0) (BBL a, = 15-63 A, CAE Gottfried, Machatschki 及び 
Warren 等 の 和 異 へ た る も の と KH KS -REO, COME O c/a を 求む る 
に 0.7627 と な め り て 前 節 に Laue Bik ORDLAED LAS —RKRUPEAM 
射 測 角 箇 に て 求め られ た る も の に 比 し 幾 分 大 な ぁ こ と を 再び 雇 め 得 た り 。 
ei Wilui 産 の Vesuvianite に つき て る も 同様 の 管 験 を な せめ り 。Wilui 産 
Vesuvianite は Wiluite & £fRL AZ AHMRO AMAL CERO BRK 
LIS Va HEED VERO BEA 3 tuts S BV ATIBG I EO 0 既に 有 漁 べ た る が 
an < ZAC BA LC ASR LINO REMIT BBE O . Warren 及び Modell 
Ds OI BEAD MEO MEI IK AS O CRA ADR HR RO we) AP Ze ht 
BOILINOKD BREWOLORO. LM LMOW~t: SRO ME LO 
PANES FOV 2 REO HEY S EODILHS ORMOMRICILHS SOS 
され ば この 結晶 に つき て 前 と 同様 に [100], [110] 及 び [001] の 方 向 に 不 行 


1) B. E. Warren; D. I. Modell; Z. Krist., 78, 422,~432, 1931. 
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te BRAM <0 242K HAD A LLCO RAB BRU te iia BR 
を 撮れ る も の を 三保 産 の も の と 比較 する に 全然 よく 一 致 せ 9 只 882 HE O 
の 反射 濃度 が 三保 産 に 比 し て 著しく 強 き を 異 れ り と な す の み な り 。 そ の 國 
位 格子 恒 敷 は 
av= 15.59 A, c=11.87 A, co/ao=0:7615 

E70 TT, PERO MA EO ZPREYO © 

Gottfried が val Pallobia, Adamello #O %4 O )x $y az lo THES AS 
値 は c= 0.7624, X 線 的 測定 より 求め みた る も の は 20=22.02x1/ fg A= 
15.57 A, co=11.89 A, co/a。=0.7632 2750 THAORHDKSMBL EL 
BO 。 


Vesuvianite D{EBX 
F, Machatschki 12463 D(C HOB ROE LT 
XisYi3z13 (CO, OH. F)6 
Z sic Kit Ca (Na, K, Mn), Y は CAl, Fe. Fe" Mg, Ti, Zn, Mn の — 
Hi), 212 SiIROZe BRS BYRD Al を 表す 。 
な る 一 般 式 を 提供 せり ,. Warren 及び Modell は Vesuvianite の 結晶 構造 を 
EC Ice & Garnet ¢ OHA, ABBY OME UKE LIOT UT 
ACWBNY LD THAME & Vesuvianite の 結 唱 構造 を 誘導 する こと に 成功 
せ 0。 その 理想 構造 に 於 ける 一 般 化 提 式 と し て 
CayAl, (Mg, Fe, Ti, Zn)2 SigOsiCOH, F)4 
を 提供 せ 0。 ZAER ALOE 2 (IER LAID ASR 0 CRRMOTES 
所 に し , Machatschi kK< DIK OER EAT A HERI HLL RAED 


1) C. Gottfried ; Chemie der Erde. 5, 106~112, 1930. 

On Machatschki ; Centb. f, Min. Abt. A. 284~293, 1930. 
3) Warren, Modell; op, cit. 

4) F. Machatschki; Z. Krist., 81, 1484152, 1932. 
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% GC RM HX 本 2929) 
PRB EMR B PINT 0 ¢ 
第 = RX 
Locality Si Al | FeMg (cana, kK) COH,F) 

Monzoni 622 318 133 647 238 
»Ala 620 320 132 653 321 
Cziklova 614 346 128 668 326 
Ala 616 336 140 647 317 
Conzocolli 602 320 132 691 284 
Zermatt 622 288 149 651 316 
Egg (Eeg) 608 326 139 666 197 
Haslau 613 316 147 669 184 
Haslau 612 314 154 676 181 
Sanford 622 314 136 666 240 
Ecker 614 302 151 668 168 
Arendal 611 317 153 653 181 
Matterhorn 615. 305 142 660 301 
Matterhorn 603° 308 141 657 301 
Vesuv 603 241 196 673 298 
Vesuv 616 308 147 659 308 
Aranzazu 598 306 142 662 319 
Silver Peak 611 343 98 636 OG 
Selma 606 370 71 636 387 
Franklin 604 340 102 36 409 
Cziklova 630 319 118 647 298 
Tenneberg 627 331 125 666 176 
Mean 614 elias 141 658 oa 


HEM IAMIED SORREL) SBIR PCD PEM RDC (第 三 表 参照) 
Si-614=34%18, Al=317=34x9, (Fe, Mg, etc.) =141=34x4.5, Ca= 
658= 3419.5, (OH, F)=271=34x8 な る 値 を 得 , Vesuvianite の 一 般 式 

A Si CE Mg, Ca etc )g Og(OH-Fe)g- «i (1) 
を 得 た り 。 こ の 式 中 Al の 少量 は Si を 置換 し , 同 時 に また Fe, Mg & OH 
損する を 以 つ て , 結晶 の 奉 艇 開 係 即ち 結晶 構造 と も よく 一 致し , 同 叶 に 化 旧 
分 析 の 結果 を も 充分 よく 廃 明 し 得る 理想 式 と し て 

CagAl4Si(Al)g(Fe, Mg, Ca, Al etc.)4 Ox,COH-F)4 «+ CID) 
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を 得 。 この 中 に て (O 了 H, F) は 3 & O10 OPM IBLE SVT 
Vesuvianite の 一 般 式 と し て 
CagAl,Si(Al) 9(Al, Ca, Fe, Mg etc) OOFE) 5 CID 
な る 式 の 適 営 な る を 知れ 0。 
-EEC(bEK & th Oss aaa E OBA 
Adee B bs UL と 他 の 結晶 恒 敷 と の 聞 に 如何 に よき 調和 を 見 出す か 
を 知る 目的 に て 温 位 格子 中 の 分 子 敷 を 計算 せん 。 
三保 産 Vesuvianite に つき て は 目下 教室 所 工 の 標 品 中 に 純粋 の 部 分 を 充 
BRETT SILA SOK, ABP MT SS CHES, FEO THE 
も 測定 し 難し 。 き されど 筆者 が 去る 十 月 初旬 出張 を 命ぜ られ て 現地 に つき て 
~ ORM OAKS WHEE L, 併せ て 探 取 せる 様 品 中 に は 小 に し て ょ き MH 
を 備 へ 化 召 的 に 可 な め 純 炊 な り と 思 は る ゝ 結 量 あぁ を 以 つ て 三保 産 に つき 
て は 後日 何人 か に よめ て 報告 さる ゝ の 機 あ る べし 。 赦 に こ ゝ に は と 等 資料 
OD tire  Wilui 産 及 び Adamello 産 に つき て 計算 を 試み ん と す 。 
Wilui 産 の も の ゝ 化 邊 分 析 よ め り 原 子 比 を 求 る 時 は 
Ca=638 = 35 x 185, 
Al=256 = 35 x 7.3, 
Si=640 = 35 x 18, 
(Fe, Mg, etc.) =221=35 x 6.3. 
(O, H, F)=106=35x3 


と な り め 
Cais.sAlz. 3 Siis(Fe, Mg etc. )s.s OnCOH, F)s 
即ち CagAl( Fe) 4Sig (Fe, Mg, Ca etc.) 4(O, OH, F)s に て その 分 子 量 M= 
1432, ZO#YWB, p=3.31, WALK FO AEE, V =a.2co= 2878A? より 
ONAL reas ee 
Mn = 40420 ~4) 


n= 
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BS BHA PS UL 式 に て 示さ る ゝ 分 子 が 4 個 存在 する こと ゝ な の , 定 
駿 誤 差 の 範 園内 に て 上 記 の 資料 間 に よ き 一 致 を 示せ り 。 

Adamello 産 の も の は Bendig の 化 香 分 析 に か ヽ め Goitfried が 計 集 し て 
都合 よき 開 係 を 見 出し 得 ざ さり し も の に し て , 筆者 が 再 計 人 入 せ る も の は Ca= 
658 = 34 x 19.3, Al=318=34x9, Si=614=34x 18, (Fe, Mg, etc.) =162= 


844.7 (OH, F)=270=34 x8 Bl b Cay,sAlySin(Fe, Mg etc.)47 Og COH 
Pos ORIN E 其 だ よく 一 致 せ 0 。 木 式 を 第 IU 式 の 如く 書き 下す 時 
CagAl4Si(Al),(Al, Ca, Fe, Mg etc.)40O;4C(OHLH, F)4, M=1467 と な Oo, 
B 0=3.336, WL FO AR V=a.2c, = 2882 A” wi Balt n= = 
3.9730 ~4) £760, ULEAD MM KO HK < 1 BAMO AE BEAN し 同時 に 
(OD Fi BAY LORNA & MS BMD ICHMT O 
Pi> USER CRE 

既に 逃 べ た る 如く Warren 及び Modell は Vesuvianite ©) fig hie PR 
ELT, ZRBMT SHH Ic, Wilui 産 Vesuvianite OMA OO XP 
射 測 度 の 定量 的 測定 の 結果 を 以 つ て せり 。 彼 は Vesuvianite BLL FPO 
4 CayAl4(Mg, Fe)oSiyOs,(OH), に 調 じ て 第 四 表 の 如き 原子 座標 を 奥 へ 
た 60。 新しき 化 幌 式 に よれ ば 4 CagAl,Si(Al)o(Al, Ca, Fe, Mg etc.) 1 
(O, OH, Fou # BH EAI ZA Ze 4Si1, 16 Siz, 16 Sis, 16 Ca, 16 
Cap, 4(Ca, Fe, Mg elc:)1, 4(Ca, Fe, Mg)2, 8(Ca, Fe, Mg)s 16 Al, 16 
O1, 1602, 1603, 1604, 1605, 160g, 1607, 160., 160, OH, F), 
8 Oo OREO 4 Cay の 代 0 め に 4(Ca, Me, Fe)1, が 位置 し , 4 Cay の 位 

(2 4(Ca, Fe, Mg)o が 來 り 16CO 了 HHL) の 位置 は 同時 に O 〇 及 ド が 置換 する こ 


Lick b THA E Warren 及び Modell の 決定 せる 結晶 構造 と 調和 する 化 


1) C. Gottfried, op. cit, 


で 


” 
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算式 な る ぁ る こと を 知る を 得 べ し 。 

Warren 及び Modell の 樺 造 を 見 る に Isomorphous に 置換 し 得る 位置 は 
8(Mg, Fe) の み に し て その 座標 は 0 =0, 02=0, 9s=0 に し て で 何れ の 網 午 
CB UT bf) CORB HMA S 8, [RHEE Wilui HM Vesuvianite の 
HO i #5 iy FSM Fo KOBE UC ELS PRT AC, 既に 逃 べ た る 如く 特別 の THO 
HOZE TO JX HUES HA CLK ELE S ZELDA O ZIACMg, Fe etc) の 位 
DIE ARO Ha 75 SRAZEIC k O THR SSNS LOK SRWHINY © 


第 四 Ea 
Atom n 8) 02 03 
) Siq 4 90° 90° 0 
bis 16 68 18 312 
Sis 16 34: = |" 62 135 
Ca, 4 90 90 90 
Cay To 68 18 132 
Cas 16 34 | —62 315 
Cae 4 90 | —90 45 
(Mg, Fe) 8 0 0 0 
| 16 40 40 45 
ON 16 80". 60 30 
O» 16 450 "58 100 
Os 16 20 - 80 27 
On 16 23 45 171 
© 16 60 4 63 
Oe 16 3 21 60 
O7 16 —18 63 117 
Og 16. TB —30 25 
OH 16 45 | —90 20 
Og 8 58) 48 90 


筆者 は 向 ほ Vesuvianite と Garnet と ょ の 構造 上 の 類似 性 を 夫々 の Laue & 
KROMM RMA SROBMCIC LOTHULCREAL LOS AYOS 

終り に 臨み , TERS I (LATAGE Bt CMTE RE TE Sd, ASRS EUPLIED 3 
“eR LI BIT 深く 感謝 す , REE RB AB PALO Bet 
Brite OPE TI » CRBS 


Pe, 
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Bi ot Ht RR EO we 
maa Pe RE A ok OD 
緒 = 

PLO MEH IL c OBIE 2S BER OF RRO) 産出 並 に 運搬 の 難易 と , 鐵 
GVO) peg 22 NE BRERA AMM KOT 支配 せら る 。 何と な れ ば , VEE 
MILE EG ETAT, MCS ROMME LILI, FHOBRA DE 
EL, それ ら は 共に 條 格 の 割合 に 大 な る 重量 を 有する や を以て , ZTE IE 
座 す る か 』 或 は 水上 運搬 等 の PI KO, WRI SDE DA 地 に 非 ず ん ば , K 
16 DRIER EUSP OS, し か も それ ら の 條 件 に 適し , 鐵 の 産出 如何 に 便利 
な 場合 と 中 % PREMIO) ELE K 75 6 S Rik, その 産出 の 感 大 を 期 し 難 き は 勿論 
に し て , RPT BILK 750 & b, PMCS BERNER ME IS UT, そ 
O) i ih 22 HART ZILA KOE BI SUG COMM 近接 し た る 
PEM & OBE MHAS, OAPI MBG EAS & Ho CAS OR he BL, 
2 O PEW 3 EX OBR ER ID KOT HEHE GS BC eB D', 必 
ず し る も 鐵 確 床 の 分 布 に よ つ て の み 支 配 せ られ ざる 所 以 な り 。 

加 ふ る に , 鐵 確 製 錬 の 技術 如何 は , TO AEM EL, PINE Bie 
ob APID 製 錬 不 可 な り し 際 は , 現在 世界 鐵 産 の 三 制 近 く の 原料 を 産 する 
D— V4 LINO t, HORM ILGLS C LED O LB, bo ¥ AED 
ula, この 形勢 を 一 継 し ,, ま た 今日 も 砂 鐵 の BRIS AES 6, RO BERRA 
Hew yO) 如 き , WEAK 2 億 順 と い は る ゝ WHR LIT UT, な は 我 國 の 
鐵 産 に 資す る 所 な きも , VRC OMO WMO RB & 7 5S, AFRO 


\ 
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増加 は 期し て 待つ べき な り 。 

これ りら 種々 な る 條 件 に よめ の, 世界 各地 の 織 産 額 は 時 代 と 共に 敵 違 し , 不断 
の 消長 を 発 れず 。 左 に その BELL CBSE 64 O ae 
BSc 

ii tt 2h OM 

前 世紀 の 中 薬 , REA FEW LOT, 近代 工業 の BER ITI L, GIO) 
ieee 22 SRS IS し 英國 は , BAN PRE と 右 火 層 と を 並び 産 し , HO 
MOR & LC, FORWOOD HR IS IRA IS BE sO し 結果 と し て , SUG OD aE HA 
(BST SAAMITARISIBE L, 既に 1865 年 , BER 490 gM ze HEI LC, 世界 綿 産 
FACOLO BMI 5 BV) eB L, REA CRISES 8 ARH Le O 9 

LYS CORE HPREO 結果 と し て , ョ ー レ イン NOB IE F 4 
(oft L, 且つ その 製 錬 の 進歩 に よめ , ZAURAK — OP AWA ILO T 
MPR PARR SDs ICBO, ドイ ッ の 鐵 産 も 島 激 に 増加 し , また 米 國 も 東部 
Wy OE SEO PERI Sit, シュ ー ペ リオ ォ オル 湖 呼 の 鐵 礎 を 控 掘 し , 五大 
湖 に よる 水運 を 利 し , ペン シャ ッ エ = ャ の 英田 地方 に と を 人 送 つ て 廊 ん に 製 
RM LIU SINAC, その 鞭 産 を 次 第 に 増加 し , 1890 年 に は , BEI PEE 935 
BAM, HME 435 MR ALAC, 英國 に 於 ける 鉄 鐵 803 ARMA, SME 364 BS Mii 2 Be 
72 WEL, O) = pl 2 PRE RUE PRO PERE 2763 AMD Ae OSE (1210 BSN) 
の それ ぞ れ 約 8 制 を 猫 占 する に 至れ り 。 

LAKE WOME 

この 形 替 は その 後 更に BSE L, BAHL D 始め に 近 き 1905 年 に は , 英國 の 
FRE AAD 75 (5 BEN 975 Mi, 鋼 鐵 598 hw Ae LAC 遅 々 た る 増産 を 績 くる に 
JX Ls RBIS EI BERK 2334 AGO, 鋼 鐵 2035 高 順 を 以 て それ ぞ れ 英國 に 3 倍 
・ 或 は 4 倍 し , Bas £72 BERL 1009 Ami, BHA 1099 萬 頭 を 以 て 英國 を 凌ぐ に 至 
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Bay 
> 


40 0 MS Si, HAE, FASE, MAF, 申 西 亜 等 , また それ ぞ ざれ BE ee 
Wb L> 世界 大 戦 開始 の 前 年 (1918 年) に は , これ ら 諸 國 の 鐵 産 額 は , 第 一 表 の 
Boe 2 SS (Btu b CBM 
第 _ R 
1913 46 3: Re we Oe I Gk RE AL 


a a WZ) ag 世界 

x 3 | 人 von} a | me | me | 

#e% | 3097 | 1026 | 513 | 245 | 250 | 1650 | 234 | 449 | 7754 
Hee | 3130 | 766 | AGT |) 243 4) 130° 7-1733.-) 259 476 | 7479 


WY LORS BI BRR OBS HIRE Le (Mineral Industry に 
dk S)oMULT, OBL, EL UTI NORM OERKXRROWE ICES 
る こと 素 よ りな れ ど も , その 鐵 確 の 質 に 於 て , RAM AV AKO & OED (Kio 
PAB RSS, HOC O— Mt BECP Lak Siut: SHE, HK ANd Y, 
AHLFFFAVEWEO, COMA MBSANSD 5ST 至れ る た め 
75.9 © 

世界 大 戦 直 後 の 鐵 産 

以上 の 形 辻 は 過 般 の 世界 大 戦 KOC, BIS LS BUURBTIEY o 
就 中 最も 著 る し き は BRROME (BUCA ELS Ali oO La 4 
> OSU END, HO 7 2 ADT ASRS Cb, Cae REA IK ORL 
つ ゝ あり し フラ ランス, ベルギー, ルク サン デー ル の 製 鐵 地 帯 が , HEELS BFL 
た る こと と に し て , こ の 結果 , これ ら 諸 國 の 鐵 産 額 は 激 滅 し , 加 ふる に , nm 

ャ は 産業 革命 に よめ , MABEL FOB WN OSPBNS EO, Cavs Comme 
E72 Ww CFS, 1 FV ARE ABM OW (<I, FHOEEIR OD tele CD 
MW ALERLO SIMI: °C, BENMLAAND Ate eH, KKH O 0 & OER 
MED 6 

か く の 如 くに し て 1920 4EIZAG BE EPA OPE Bie 1913 年 度 の 産 
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第 = 表 
Tk Ft 4% Ad Be Bk RE AICHE Sem } 
| \ ee 3 = WY + ard a 世界 ; 
“を 米 ih 7 A ly rn 38g SH pa Ahh : 
4865 | 84 | 490] 99 | 47 | <<. 98. | ‘3 26 | 910 ; 
1870 | 169 | 606 | 118] 57 | 139 45] 36 | 1266 + 
1875 | 206 | 647 | 142] 54 |o-- 203 | 50 3 | 1410 | * 
1880 | 390| 788 | 173 | 60 | ---- 273.| 47 | .44 | 1855 | : 
1885]. 411 6737 | 163 |. 71 |wes 375.1 81 | 5L | 1979 | 
1890 | 985 | 803] 197 0 464 46 86 | 2763 
1895 | 960 | 802} 201| 83 |---| 579| 108 | 145 | 2986 
1900 | 1401] 900] 271 | 116 | --- 755 | 131 | 290 | 4020 
1905 | 2334 | 975 | 308 | 131} -.--- 1099 | 1387 | 218 | 5405 | * 
| 1910 | 2764 | 1038 403 | 180 | --.--. 1479 | 201 | 274 | 6586 { 
|1913 | 3097 | 1026 | 513 | 245 | 250 | 1650 | 234 | 449 | 7754 ; 
| 1920 | 2693 |. 804 | 338] 110 | 68 | 629}... | 11 | 5997 | ; 
1925 | 3670 | 626 | 836 | 250 | 233 | 1001 | ...... 128 | 7510 | } 
| 1930 | 3175 | 620 1010 | 340 | 247 | 969 | -... | 497 | 7894 3 
ae 表 : 
ie FE 4% 1 SBR HE ACH Bsn : 
ies 7 
+ iy | L サ Ul = ‘ 
[xe |e | me] 8 oe) we | we] me | Re | 
1865 Io 23 al creo ieee ERG Ba ances etl becca 42 
1870'| © 7 | ~99 al pine cera te Wat ied 7 
1875; 40| 7 26 5 SS 1} 190 
1880 | 127 | 13 BOS 160 Meas 66 |. 43 | ©30-] 497 
1885 | 174 | 202 EY) oe) || seer 120 / 28 25 | 628 
1890 | 435 | 364 | 57 | 24 | es 216} 50 | 26 | 1210 
1895 | 621 | 344 | 90 | 46 | «1. 394} 50 | 57 | 1666. 
1900 | 1038 | 513 | 157 | 66 | ---- 665 | 115 | 183 | 2834 
1905 | 2035 | 598 | 211 | 102 |--..-. 1007 | 119 | 165 | 4390 
1910 | 2651 | 648-| 351 | 145 | +. 1370 | 215 | 235 | 5862 
1913 | 3130 | 766.| 461°) 243 | 130 | 1733 | 259 | 476 | 7479 
1920 | 4213 | 907 | 300 123 | 58 | 823 | ...... 、5 | 6842 
1925 | 4540 | 740 | 733 | 237 | 205 | 1200 | «..... 187 | 8876 
| 1930 | 4070 | 730 | 940 | 337 | 227 | 1154 | ...... 555 | 9344 


額 に 比 ぶ れ ば , HU ROM SPL ARY 。 
zr の 鐵 産 額 
% OAR el OFFA NS PARIS 復 す る に 及び , 鐵 産 額 も また ES RK 
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第 四 に 


{STAAL IC HUT & A SBE CLA gD 

; ルク グ クサ a fit 
* | 38 | # | aS) w | om | Ee 
191342; 3097, 1026 5138 245 250, 1650, 494) 7754 
2h Gah 192025: 3693; 804) 33 110 8 629 11) 5997 
増減 | +596 —222) 一 175 一 135| 一 182 一 1021| —438'—1757 


{ 


191s4a| 83130| 766 461| 243| 130| 1733| 476| 7479 


Sage 1920 年 4213 6907) _300 a 58 823| 5 6842 


say |-+ 1083 141 —161, —120| —72| —910 一 471 —637 


iL, Rip, ョ ロー レイ YT ORME CO Blcskb iS HPP Ik, その 鐵 
の 産 額 に 於 て , 大 戦 以前 の 猫 旬 に 代 つ て 米 國 に 上 亜 ぎ , GEHL HT 8 REO 
億 を 超え , ABER tre PF —rEEKRMOMASE UENO. 
之 に 反し て 狗 逸 は 最も 主 な る PUMEO MENLZe KIO, F ORGAO MERCI 
て , 到 旗 戦前 に 及ば ざれ ども , な は ほ 鉛 鐵 の 産出 に 於 て は , ャ ー 地方 に 於 け 
Be ORO KF LC RBM ah CM RO Aine RLS, PROGR Te 
€ OA BIO ME IT & SEC, PAGO FEB Ze IIS TS も 戦前 の 産 額 
を 凌ぐ に 至れ 0 6 
COMO & © Rebs, PO ERIEO 減少 に 加 へ , 券 働 問題 その 他 の 紛 紀 , 一 

般 産 業 の 沈 濡 に より , 却 つ て 次 第 に 鐵 産 を 減じ , 米 園 る また 最近 に 於 て は ;, 
—fRMARO RAE EO, KORA WS DILEI0 6 

DS CRIN E 1930 4 IC HN FE EE © BSN EAA IS A AO MM し 。 
(Mineral Industry に 擦る ) CRA ESMID 


第 五 R 
190 Eke HE 


oe ec eye Pears ode 世界 
| | Bee |. fb 8 白 ンプ アル Hi = | atk 
| 鉄 鐵 3175|630 1010 340 | 247 | 969 | 4977 
“GB 4070 | 730 | 940| 337 | 227 1154 | 555 | 9844 
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本 表 に よ ょ つて 知ら る ゝ が 如く , CRUG IK T 7 Bh, TARA EAC StL, 
PERE HSC ILE 87-%, 鋼 貴 に 於 て 86% 2 HD, Bie. KAM IS SMSO SATS 
RFE HES NILBIG ABS KOC & DE BELA, PBL RGEC IR 
AUT, WC CH Bt t LL AB RRO 7 te F—n Me Ere 
の 双方 を 合 す れ は , RBOMCMYA LT. COMM — wb ST, 同年 

(PEG 188 ASM, SRK 175 Ae HEL, ツェ ッ コ スロ ツァ キャ マ の 鉄 鐵 
157 Gn, SHE 198 AS wi, PAA OPK 53 Gmbh, GML 177 ASM, Bell OBL 
140 Smif, Gide 175 ASUS t CORE BEO, 炊 に 印度 は 70 MRO BER ¢ , 62 
SS MO Sil Ze HEL, MASEL ERK 81 Ayu, GML LOL Ayu, A— J PSB 
48 5 uhh, Si] 124 Swi 42 HE LC BC YT DB 
演 洲 並 に 南 同 の 鐵 の 産 額 は , これ ら に 比 し て 更に 少な い 。 
鐵 硫 の 産出 さそ の 移動 

YLOWOWH Lk SMM, 最も 重要 な る も の は , KEMP ORS 
bie FUS Ya—~) > LU TBREO ATH DRE C, 年 産 ル そ 5~6000 AS mi 
に 達し , を を 主として 五大 湖上 の 水運 に より , ピッ ッ バ ー グ を 中 心 と する ペ 
YY T= ¥ Op AWA IRIE O CHER 

ZAC, HPD E-— vir MO, CY TUA(LBSA 中 生 代 鐵 
WORN UC, FREI S 5600 Swi L, Be DO BRS FH OBR 
DAS BRE 75 OT, RINE EO) Pd 2 WME O 。 

第 三 は , ME (GIO BAMA UC, 前 者 は 次 第 に 産 額 を 減じ つ ゝ も, な 
は 年 産 1200 MRIS S RAS RCRA SMA TAK GUE LE 
(EF OI YA 4a II 於 ける 鐵 確 る, 年 産 1000. MRIS 
2, これ ら 二 國 に 迫り つ ヽ ゝ あり の 。 

PVG LA, EYED, Tre) v RUF 2 = 2, MESOMMEIC UT, 年 産 
そる それぞれ 600 乃至 250 A MAOMLNK EO 。 
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_ 光 に 最近 敷 年 間 の これ ら 諸 國 の MURA Has tug, EE し て BARE 
OS 
第 x 表 


THE FR © EER aE A TE BA ie GD) 
1913 1928 1929 1930 
H 本 14 17 16.) 
朝 fee 14 56 563s | asks 
ii es (ere 67 78 
Ba 那 44 3 98 | wee 
Ef Ea 3 209 247 188 
a WN 18 69 87 95 
Ab TAN as | 197 395 317 303 
aap eet A rT 655 541 
De FES oF 2192 | 4901 5073 4851 
MWY TNT 1337.) 708 757 665 
SSS Sans Pea. P's! S16 16 | x 
} Ae Be 3594 648 637 574 
aE eae 304 | 193 189 117 
4 # VY = GO| 64 72 3 
geey hey. a 3 17 25 17 
ee ae 206 20 26 16 
eter lem yin Aue Nere | EA Sst Fe 44 45 3 
Pe aa tN eye 178 18h 165 
Le gsc eo alan TE 74 66 50 
ye — b BFS 921 765 887 989 
スウ エー デン 748 467 1147 1124 
ノー ルウ テ エー 55 66 75 77 
Arras ae YE 1625 1144 1343 1181 
Sete te ae ok 146 157 154 13 
米 (a) 6297 | 6319 | 7420 | 5934 | ~ 
ip aoe me ek 161 | 40 68 19 
チ y ees) es koe 181 169 
jk FR 2 Be 17733 | 17467 | 19935 | Rit 


以上 の うち スッ ウエ ー デ ン 及 び え ペ ィ > ン 鐵 確 の 大 部 分 は ドイ ッ に 送ら れ , 
: また 一 部 分 は AY AILGROT MBE 5 tr, ロー レン 州 OBRRO)—- AaB 
Fh, SW FH BOP AI BOT WBE 6 Bo PINIE 1930 年 , 英國 は ス 
4» kb 180 AM, Tee Ye EO TBM, Ave HF Yk} BL MAE 


pee ee: iad Ai la 物 Bhi ee Bile 


始め , 合計 420 SoM Le A し , BOERS 1181 AMG UT, ILS 6 a 
6, F4 71h 1929 年 ) フラ ンス よめ 825 BM, zve—F- |£H 738 BMA, 
え スペ イン より 302 fibii2e How, HART 1695 HMO 多量 を 輸入 し , BALA ERID 
約 4 億 を WEL, ZIM UT 7 Fv Ale, 1930 年 度 に 於 ける SOE ER 
4845 ‘Gui, 1498 高 順 の 多量 を ベル ギー その 他 に WRI L, ベル ギー の 鐵 は 
主として 之 を 原料 と す 。 
同様 に , チリ 及び キュ ー バ の PMS, Et UC 米 國 に 輸入 せら 5 られ, 例 へ ば 
1930 412 FSF AK ORM A FH Id, 282 SMI L, FY D 169 AMA, + 
ュー バ の 19 HMIOHIE, =a -— 77 FFE FEO SZEMP HS 
AERIS HST Ik MO BLWEO AUSY & , MSRP OPW O A MY & Ik, 我 が 
BE OT MAE 5 22, HIN ROEI RE OBWKIL tv CA BEI RE AUT, 
BS 22 PEC RAE 6D 6 
KS 主 な る 図 々 に 於 ける RO FERAL, TO 輸出 入 額 と を BIT SL 
(第 七 表 )。 - 


第 t 表 
+ BE Bh Bl Gk OR A AL 


: | - 米 | | ® [ame | ow H 
5934 | 1181 |. 4845.| 679 | 574 74 
rn 出 | U6: 1498 51 | Sacral| oeetaeee 


his 入 | 282 420 10i | 1286 | 1389 162 
a し 日 本 は 1929 年 度 , 他 は 1930 年 度 の 統計 に ょ よ 


iE = 
以上 を 要する に 世界 の 鐵 産 は 米 園 シュ ペリ ォ ル 湖 呼 の 鐵 確 を 原料 と する 
A OBE b,u— v4 > 州 並 に スウ エー デン , ANA LILY 7» DBO 
左 を 原料 と する 偽 狗 英 白 ル 等 の 鐵 産 と を 二 大 中 心 と し , この 外 ョ シャ , イン 
) BAS, Bell, PAMISENS 8, ed eS 中 心 を 有 す れ ども , これ ら は BHR 
合 す る も , HROMED 1 制 前 後 を 占 む る に 過ぎ ず 。 


| 
| 
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2790, (RIX BS(t S RETRO BARE 
俊彦 。 

著者 は 天然 産 磁 鐵 残 に 就き ー1602C fff 
近 に 於 ける BIBS ake A tL, 熱容量 
OBE, RUGAE 電 無 抵抗 , 磁 舞 及び X HH 
的 測定 た にょ り て 同 温度 附近 の 物理 性 質 の 
Be 板 測 を リ 。 その 結果 , 磁 鐵 太 は 
—158°~ —166°C 
transformation %# 342% 
ABRIL ABEO 573°C IPO SBMEL 
HE XK FAWL, < OMMEIL X 線 的 に は 
小 な れ ど る も , RANI MIC 磁気 的 に は 著 し 
き を 認め た り <( 人 金属 の 研究 ; 9,457~ 464, 
Wg 7) [吉木 
2791, 明 磐 石 の 熟 分 解 AHH 1823 参照 。 
9792, Cordierite 及び Pollucite と の 
化 召 成分 に つき て Gossner, B., ReindIl. 
E. 

前 に Cordierite D {EL Ekap HFT & BEZEL, 
A OAK KD & CHR UBL, 15 
% 乃 至 2.5 2 の 水分 を 含む Cordierite py 
Langdorf bei Bodenmais, Goaini Kondes, 
S. W.-Afrika, See 三 産 地 の 
Cordierite M4 Ebay Ape HF LC LED 
析 中 に 於 け る 水分 の BR LBB Zt 
Heiko Bap, 無水 物 と 考 ふ べき Rum ford, 
Maine 産 Pollucite の 分 析 を か ょ ゝ け ば て 
Leucite 及 Analcime = }higs Uc 4 O4E 
式 を 決定 そり 。CCentb. f. Min. A. 330~ 


間 村 


Ck eRe Vo 


Laacher 


に 於 いて , allotropic ' 


334, 1932) CHD 
2793, Noselite 及び Haiiyne O/LE 
組成 Barth, T. F. M. 

Noselite は 次 の 如き 成分 の 化合 物 な る 
ベ べし 。 

NagAlgSigO,4- SO4 

XM Haiiyne は noselite 中 の Na の 一 
部 が Cak び extra の (SO4)-- group 
に て 同時 に 置き 換 へ られ た る 混 品 な る ベ 
(1 4 O—-ARALEB Kd 

(Na, Ca)4—g AlgSigOy. (SO4)1~2 


te YV (CAm. Min. 17, 466~471, 1932.) 


(渡邊 新 〕 

2794, Warren County 産 Serendi- 
bite Larsen, E. S., Schaller, W, T. : 
New York J Warren County の 
Johnsburg OP Fy 1~2 MIKA cCAanO 
Serendibite 毅 見 せら れ た り 。 APIS 
Grenville limestone 4s 4é fig 1c HERG S 
附近 に 産 し , hydrothermal-metamorphic 
の も の に し て , 多量 の 無色 の 
diopside 及び 淡色 の phlogopite と 共 出 
+. fl spinel, scapolite, orthoclase, 


origin 


plagioclase, calcite, tremolite, sericite 
及び 2 種 の 不明 の Bika & FFE ~ Yo 
Serendibite (HMRC UC, 結 品 面 を 示さ 
ず 。 光 各 的 に 調べ た る に triclinic IC LT, 
光 軸 角 90° os, BE SMA TAATIC 
EK LC, ある 部 分 は 買 な り 。 RAHKK 
び 多 色 性 は 炊 の 如 Lo 

a=1-701, fired CRE BK Eo 

B=1703, HRA ERE 

y=1-706, Hh er 


SLE IC Wie RH ERS Lo 分析 の 


Pb 9<42) pb 
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REY, ROMXLBAL BAK VS 
3A1 203. 4MgO, 2Ca0, B203. 4SiO2 


(Am, Min. 17, 457~465,1932. (YEE) 
9795, Radautal, に 於 ける 
Nepherit の 新 産出 Rose, H., From- 
ne 

と の Nepherit は 岩 脈 と し て 現 出 す 。 
ASE RE BB I PES 7G Aa (Prehnit) 
と , 後 に 生 ぜ る 線 泥 石 , 及び 主要 成分 な る 
Khao Nephrit と より 成り , 極 め て 少 
ROMY YAY RRBEAT. Bea 
Prehnit 化 及 び 絹 雲母 化 そ られ , DHOR 
WA RUBIO BBR LAT 3 BA ARE 
HEA ic Uc, Nephrit の 小針 を 多量 に 
散布 そり 。 Zbl. Min. A. 308~313, 
1932.) C 河 野 〕 

2796, 右 水上 晶 さ 左 水 上 晶 と の 共 品 に つき て 
Brauns, R. 

SK Ud IC Ark hh & AeA & OSE ARIS 
アン フジ ズ 産 の 水 本 に は ょ よく 出 現す る る も, 
プラ ジル 産 の 水上 晶 に は 稀 な り と の 設 を 提 
示し じ た る が が , 本 研究 に よ ょ つて 更に ZER 
し か むる を 得 た り リ 。 氏 は 更に Amethyst 
structure の も OL MICK Hat or Hy 
wea, Amethyst structure 以外 た に は 見 ら 
NS, ZILA OID 生成 の 際 に 
於 ける 生成 温度 の 影響 に よる も の な り と 
結論 そり 。 CCentb. f. Min. A. 289~300, 
1932.) pave) 

2797, Ferrite Spinel の X 4u) 
Wis Eilert, W. 

多く O-M8 SB OVP (LW & sesquioxide 
及 Ferrite を 研究 し て 次 の 結論 を 得 た り 

FesOs: ZnO 及 FegO3: MgO 系 に て 


Harz 


| 
| 


は Ferrite 面 心 立方 格子 た 結晶 し , 構造 型 
は KioCSpinelle 型 ), ZF Of に し じ し 
CREF Bt «ZnO. Fe,O3=8-40A, 
MgO « Fe,O3= 837A %Y > FeoOs: 
AljO3 及び FegO3: Cro03 系 に て は 
FeoO3 & Als203 及び FeoO3 < と Crg 
O3 と は 恐らく 混 上 品 を 形成 す 。 FeoOs: 
BeO 系 に て は BeO [at Fe.Ogic¥} LUT hi 
様 の 作用 を な し 新 し き 化 合 物 る 混 品 ゃ 形 
成 され ず 。 Fe2Osa: CaO 系 に て は 
Mono 及び Dicalciumferrite と な り て 
Spinel 型 に は 結 品 そ ず 。 美 に 面 心 正方 
格子 に た 結 品 し , & OAS c/a=1-10 に し 
て , その REF PM は , Mono-calciumferrit 
a0 Dicalciumferrite jc-c 
は a=11.69A, C=12-86A tr), LS 
fPIC CZEO RRL TIC FegOs : 
AlsOg 系 に て は FeO. AlgO3 tz Spinel 
に 属し a=BLLA な す サ 。 Fe205: Cr203 
系 に て % FeO. CroOg は Spinel Hic 


© 
・ し て a=8.33 A な り 。 FegOg: CaO 系 に 


て は 棄 に 逃 べ た を た る 三 型 の 外 に 更に 新型 を 
生じ , 面 心 正方 格子 に た 結 品 し , BARI c/a 
=1.10 に し て , RP MRIA a=11:344, 
c=12.47 A Vo COPE RMAILAK BS ¢ 
CaO. FeO. Fe203 な る さ し 。(Inaug. Diss. 
d. Westfilischen Wilhelm-Univ, 
Miinster in Westfalen. 1981. )CR AR) 
9798, デバ イ ・ セー ラー X BRRORE 
SET 西山 善 炊 。 。 
FARA CHF “ICL SE RFRMO 
HEI BY COMMEDMERSCLERY 
資料 の Centering ips 3 AE, 7 4 
A OWE ICBS 3 MLE & 逃さ , 更に 資料 


zu 


yh die iaditomeicssebie / 


Wa A lh a aa itl Biot ah, 


i at al 


線 43 cia 


$k HH 343) 


の 大 さと え ぇ リツ ッ ト の 大 さと に よる 補正 を 
議論 し て 
A2l= —%(C1C cos 264 
N1+42C cos 204C2}- 2y 


な る 補正 式 を 提示 し, 更に 0=902 の 場合 


の 格子 常 敷 を 外 揺 法 に より て 求む る こと 
の 騰 れ た る こと と を 示せ り 。 本 富 験 に より 
CHES Fe 及 Al OMML UCROTK 
を 得 た り 。 

Fe a=2-861A 

Al a=4041A 
(金属 の 研究 9, 476~489, 1932.) CAB) 
2799, MARR aE (IHN SRF BAOS 
密 測 定 法 に つき て Menzer, G. 
Debye-Scherrer 法 に よる 格子 蛋 敷 決定 
に 際 し て の 誤差 原因 を WICL, それ に つ 
き て の 補正 の 方 法 及び 誤差 の 限度 を 明 に 
し て 精密 測定 に 営 り て の 各 人 の 方 法 を ヵ 
メラ OREFEICE SLD, カメ ラ の Eichung 
に よ ょ る る も の 及び 標準 物質 を 用 ひ て 各 放 上 眞 
に つき て 補正 する も ゃ の 等 に 分 ち て 詳細 に 
SLA し , BR ic ERE IK PAU ELC it 
明 ME C5 綿 括 前 の 議論 を な せり VY , CForts. 
d. Min. Kristallog. u. petrogr. 16, 162 
~207, 1932. CHD 


BASRA 


2800, 化 皇 分 折 に 用 ゆる 岩石 の :sampl- 
ing Grout, F. F. 

ARGS (2 (CBE BE IC CIS bit 
ob S<.teeo sampling に つき て の 
Sti, 4 — 1c AIR Ji > sampling に つ 
= COMM BA BRAKE tee Si 
ute o> sampling に つき て の 試験 を 輝 


REV, 第 一 の 試験 に 礁 て Vermilion 花 
fdr BR AE ICO & , BPUBRE We S 地域 の 
ZO DEIR HBR Be VU" le] — RRED 
異な れる 部 分 の % ObfICoz, MRU 
Ks20, NagO を 比較 せ Lic, fil} RS 
一 致 を 示し , 一 箇 の hand specimen の 良 
く 本 岩 を 代表 する も の な る を 議 せ り 。 第 
=O hglt Huron 湖 の Georgia pAb 
の 層 短 片 旋 岩 に つき 行 ひ し ゃ の に し て , 
1929 年 に 敷 ヶ 所 に 於 て 各 場 所 毎 に Weal 
づつ っ 離れ た る 敷 個 の sample を 探り , 芝 
等 の 混合 sample £(F) C2 eke air 
に 附 し , FIC HA 1930 4B IC AUS fa) BE TC BS 
て 5x4x%itfro sample 各 一 個 を 探 
り て 分 析 し , 前 混合 sample の 分 析 結 果 と 
比較 も る に 良き 一 致 を 示し , IH 
CT} —fB]D DIS MAT Dies 2 BLT Ze Far 
SSCA ic Vv ¥_ PH=]oO PEGs Ontario 
J Thessalon ob} iiiKe# © PUT @ sill 
に つき 各部 分 の 混合 sample と 各部 分 の 
hand specimen  » 4h S34p AT O¥G FL te 
Ge Sic, CHMAY He ML, hand 
specimen ICC HA & tH LIES SL RO 
te SBR VY (Am. J. Sci. 24, 394~ 
404, 1932. Cyn BF) 
2801, ADV FU LOMES 
schmidt, V. M., Peters, Cl, 
HAMA OBABY ROMA O 
scandium 及 yttrium & 4G Ay ic HRS 
BIC, AFAR HAO BARA IC HEC 
は Sc203 001%, RY FAT Y RWRH 
AK SY Tt 10~01%, WAR BD 
に て は 0-001~0-0905 % な る 事 を 知り た 
Yo We LCscandium の イオ ォ ン 生 委 は Sc" 


Gold- 


$4044) $b 


4 a 44 


0-83A., に UT, Mgt & Fe『 の 夫 に 近く 
は 優 今 或 る 種 の ペグ マタ イト 
中 に は 多量 に 存在 す と MEL, EE し て 江 
ARMAS ZU AAP CBS SAE 
MWS SKMSo CNachricht Gesell, 
Wiss. Gottingen, Math-physik 257~278, 
1931. CHA 3 
2802, Ake BHSRRMOLBAH 
並 に 岩石 の 記載 Guppy, FE. M. 

ANaclk Thomas, H. H. Fa AAA 
に 旋 載 し Ennos, E.R. 及 Sutcriffe, R- fi 
氏 が 分 析 し て , Great Britain の Geological 
Surveyic TER S 611 fio Hye 
Set AT AMIC HK VC BBUF し, RYO 
中 に て 更に SiO 2 260 |UEIC GEV CHL 
Ly Det a A Ic PSC CO 2 の 順序 
IKHEO CH EV. HOB 2 aAe 
WORRY & te Ly 必要 な る 個所 た は 1917 年 
KBR S Washington 氏 の 火成岩 の 化 
AIC L CHR EIB, 更に 568~ 
611 MOD Meme. LOBE 
岩石 , RAD EE US (CFE BB SRA] HC BN, 序 
SEIS US SA BE OTe AE RSE © AIRE te 
} RES 248 < (Mem. Geol. Surv. Great 
Britain, London, 166, 1931.) CHER 
2803, F YR VAI Alexoite (Rint 
Sige BS) Walker, T. L. 

Timiskaming #bik@ Alexo #¥ [ly (< (Eke 
PLACE 3 EA Dh © JA a KER I< BE 
2 SHARE EAT 2 WhO LV 
Bo lei AIK Alexoite 2 し て 知 Bae 
た る る も , 今 や 岩石 名 と し て 取扱 は : る ヽ ゝ に 
至れ り リ 。 人 告 ほ 本 論 盗 に は 硫化 物 即 は ち 
Pentrandite を 有する 磁 硫 鐵 磯 , alexoite 


scandium 


| ROWER DEEL PHT EER CO CUniv. 


Toronto Stud.Geol. Ser 30, 5~8, 1931.) 
(瀬戸 〕 

2804, Perthshire, Moncreiffe Hill 
の 岩石 地質 Davidson, C. F. 

Moncreiffe Hill m4 i Rite a-Si 
右 玄 武 岩 に し て , Feit io AR ABE 
mE BATU WBS chic B~ 
breESLVEY BY UT, Kin- 
cardineshire に 於 ける Crawton 玄武 岩 , 
Arbuthnot © 3% HEA - BUR GBC OU 
© Kir IC BC RAW Vg 
Dundec 及び Tayport [iti DAA Its L 
( Bille Ate Sas, Sidlaw Hill owe wo 
更に 進め る 研究 に ょ よれ ば , これ ら は Rill 
岩 な ら ず し て 玄武 岩 型 に 亡 す る が 如 Lo 
{2 L, CHR EOYRAD MACE B, IB 
PERU RO LIC BRS BREA BA 
が 本 地 域外 に 起 れ り 。 SRE UT, 本 地 
bk Oke lk Lorne plateau my DO 2 RRM 
し , 正 長石 を 含有 も を る こと 明らか と な り , 
叉 analcite 及び アル カ ヵ カリ 長石 に 富める 
segregation vein を 有 せ り 。 (Geol. Mag. 
70, 452~464, 1932.【 河野) 

2805, Leinster 7cmdItMoRaAs 
Smithson, F 

閉 者 は 最初 Leinster 4t jij D Ahhh 
BOY BRA IE OR & YOTC 
研究 を 行 は ん と せ し が , 事情 た ょ っ て 本 
計 書 の 完成 を 妨げ らち られ, Hic Dublin jf 
kY Aghavannagh OSF Ric Bh 3 hat 
に 止め た り 。 ARH AE fi 3 Ut EE RY 
RPL し て APRA MERA AS 
EE, EL, BRAS SA L Bye RI & 


Montrose 


ls TEE PU is A 


iis 45 抄 


oh 抄 5C45) 


LC BRK ALN & BER A SE Ak Aa Brookite, 
Anatase, 42, IRAD + % Vy ROR, リ 


EF TH, BB, BBR BALA, F Z 


分 に 依り て 種々 の 組合 せ に て 含有 も を り 。 
(Geol. Mag. 70, 465~474, 1932.)C 河 野 ) 
2806, & anorthoclase $A 
Hawkes, L., Harwood, H. F. 
—-SEESEUHIR® JGR & te TBH IC 
(£5 448 +4 anorthoclase ORE F, を 
分 離し て 分 析 し , この Mie SAT oH 
BLO 化 移 成分 と 比較 を る に , その 開 係 


は 異常 な る も % も の に し て , 本 anorthoclase | 
BERL, BRICK RHEE Ss Bae | 


に 於 て 成長 せ しゃ の に あ ちず し て , HE 
FKP AR KA as JRC anorthoclase 
LAS SICH te SBIR E RRS LO 


SIGS, 6 BHA © の 結果 anorthoclase 


RBA 5 Rls 極め て 新鮮 に し て , H | 


PACS CiLBAeR VY 居 ら ざる も, その 
RAP IC PS CHL & BME RU SE OF Y 


& OFF am ICT Y 。(Min. Mag. 23, 163~— 


174, 1932.C yay BD 


RB Woodside #hinOAhts Alderman, 
A. R, 


S. Australia の Mount Lofty Ranges 
D EIGEN G ORAL AER Ic Yo i 
ATE A, BINA, HEAD Bie, F チタ 
Y SBR, WAAL, ERA OTE * OBA & 


DRY, EOL RAIL Si0247-63~ 
49.29, Al203 18-.03~21-49, Fe2O3 1-00 


~3:35 FeO, 4565-87, MgO5-8l~ 


| 8-68, CaO 12-97~14.08, Na O 1.18~ 
2-37 Y, FR, WER, BOK STE 
| Hg0—0-03~0.05, Ti02 0-77~1-38, Py 
74>, ER Fray SORE | 
| 0-182%, Cre03, COn 及 BaO iz HCBhic 


1L-79-Ky,0-28~0-42, H20-+0.67~0-89, 


O5 0:15~0-21, S0-05~0-15, Mn00-08~ 


Lt, 之 等 の 岩 種 に dolerite-amphibolite 
と 名 附け た り Y。(Trans; Proc. Roy. Soc. 


| S. Australia, 55, 163~167, 1931.)C 瀬 戸 〕 
| 2808, BFA—)WORLAS halmy- 
| rolytische #328 Hummel, K. 


Schlern OYA RU SUA RG 
D [hl D e+. OD MF iv rc Monte Baldo の 
VIVA BASRA RE Do Caladonite 
D JRE 2 Ba AT EAE & ICKY 
CHEAMICZERR LC, 2% glauconite, 


| chamosite Wi ICAO keyRA Re OR & bk 
(TRL, ZHAI © HEE IC RVC 
な る を 認め , HERA Ranorthoclase の 詳細 な | 


生じ た リ と 結論 を も り 。 こ と れ 即 ち 著 者 が 
1922 年 に halmyrolysis と 名 附け た る 一 
FEM UC; CD BALE KRY TC, 異な 
SWRA OMELLAGCHOSBALR 
trav SRA BAe Vo CChem, Erd 
6, 468~551, 1931.) RRA 


| 2809 Wissahickon 片岩 の 風化 及び 
9807, S. Australia }l] Mt. Barker | 


Albitization. Singewald, J. T. 
Baltimore ji D Ab Fy 20i t¢ S Gunpowder 
Falls に 地場 を 築く て くに あたり て , CORR 
と な る さき Wissahickon}: 4 9s $E 4 Ife 9G 
に し て , その 基礎 工事 に 困難 を 感じ た り 
し が , ARB RIC ka, この 片岩 が 
db ¢ eat St, その MAO 分 解せ 
る が た め に は あら ず し て , とこ の BAIL 
み 込 みた る 天水 が 磯 物 の 間 及 micaceous 


$h 6C46) 抄 
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minerls の foliation plane に 沿 ふ て 水 酸 化 
Gh D film % PLY し め , 岩石 の cohesion 
を 硫 壌 そる が た め に し て , 各 成分 Heit 
albite 4 iC BS ECE Mike 44 OM 
y ,(Bull. Geol. Soc. Am. 43,449~468, 
1932. SE HH) 


@2BRkk 2 


2810, BFRARMAOMARE 
Tite 

PRE IK 20 Ewi§e 言 は る ヽ ゝ この WR 
層 は ; 久 慈 町 附近 の 隆起 海 触 段丘 に 接し 
Ab Es D HAE & BE~ SF ARV RY 
IGE O FRERIC 分 布 す る も ゃ の に UT, Ye 
TRH) 200m の 位置 に あり , ABP (L IE 
川筋 太田 陰 近 で 80m の 厚 を 有 し , BRR It 
その 下部 約 20m を 占 む る も, 北方 に 向っ 
CHAS SPC, it, 帆 口 方 面 に 於 て は 5 
m に 下る 。 また 南方 の 水 無 陰 近 に 於 て は 
最 下 に 2m 内 外 の 含 金 層 あ り , AIC 2mpy 
DORA ECS 4m 肉 外 の 褐色 砂 鐵 選 
あり , 更 に その LEADS CHIL So fi 
れ ゃ 未だ 北 結 を ず , 手 た て 容易 に Wes 
SHRABIK DV 5 Ch A, 39, 563~564, 昭 7 ツ 
Cee as) 
2811, Sudan O5 mn 2 SHE fR Tyler, 
WwW. H. 

SEO th ck BEC BY CECH, 
tale-carbonate rocks RRA SVT, WE 
Baa (LE ICMR AA LER kU 


Vi % 


BB Dit k SRO Bd CHL ( Hebe 


b fr, tale-carbonate rock 4 Ewa 
7 RTE NE ICIL HB vy RID /p He 
GIF 9 7-9 2 MRMIA LAE MERE H 及び 


talc-carbonate rock pic GHB te SHR 
BLU CHL DS. 著者 は 之 等 の 各 岩 
Fit BRL OBI Came Yo 
(Mining Mag, 47, 83~88,1982. (rp EF) 
9812, Sudbury, Frood WER nISt 
te KG BMROLt IowET New- 
house, W. H, 

2 = © BARI HEC A ea FICS 
ける 詳細 な る ALAS te Ls PRIS 偏光 々 線 
CWS SBME LK ORL, CE SR 
Py o> Be He (LYLE IC PST B TELA PR 28 VAL BE 
DF MICH Tc AEE J exsolution texture 
な る べし と 及ぶ 。 (Am. Min., 16, 334~ 
337, 1931.X〔 中 野 〕 

9813, Mexico, Chihuahua O@RY 
F=F4 bURRICSHET Krieger, P. 

Cau b PA OFS (LMI DS % FRC 
LC, BIL VB IC a BIC RE oc Ap 
RICHER br LFS VY LY, RE AE 
に 含 金 石英 脈 の BAY bie UR BS 
之 を 稼 行 する に 至れ 06 ウデ テ ミ テ イト は 
= OBICFEO CHE L, Bc Well ite 
の ウラ ニナ イト 中 の 鉛 の 量 を 求め て , 之 
CLK BBA MOB E HE LTC 
Oligocene 時 代 と せり 。 

人 金 及 ウラ = ティ イト は 上 部 休 羅 紀 の 貢 岩 
tL COUME REY OHA IKE ORG 
ie IC YYO CT BRIRS te UC 存在 し , & OBE 
HRS YD PCH BRUBQ BP ic PSHE 
4% 

TM 2 IRS 3 Bir BiwRA, Be 
ASO’, SRG e UCha oF 
=F74 b OMKD ER ORBMR WIR 
件 ふ 。 BIRO RASA ~ IRD ERE, 


An ee ee A 3 
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At OBAGI WU TELA 3 HKIS 
A GRA BA & DE OR TRA 
等 ょ り 成 り , この 深 液 が 更 に 金 及 ウラ = 
ナイ ト を 運び し も ゃ の と 老 へ ちる 。 COR 
IRL HA D> ICES eS RK RIC T SD 
LOK LTC AMAR BIRO ARN BAO 
結果 , 雨 者 は 同一 の magmatic source /<c [x 


FRELOLEA 5h, VMK 2 HH | 


BIR % Bete “Clk AEF FH, 且つ % O HE 
に 好 ん で BER 6 HR EL, WHO 
に 密接 な る 開 係 の ある 事 を 示す も の な り リ り 
tS, (Econ. Geol., 27, 651~660, 
1932. CP BF) 

2814, ALA FBRoR SHOWA 
Schwartz, G. M. 

Sh, $8 Sh, keh, Tv Fe H=a-, HAE 
DW? Te ATIC (FU, ZEEE 
16,000 Ibs. の 謙 力 に JMR LT [UB PR & 
te Lo 4D BRIG I & (EBL L, RA EF 
RSC その 色彩 , REREAD, PLAGE tht 
KX RIGS 3 性 質 等 を 吟味 し , 同時 に 
天然 に 存する ZEOBA &, 比較 研究 せ 
Yo。 (Am. Min., 17, 478~484, 1982.) 
Crp EF) 

9815, Arizona }ii] MontanakIdaho 
PHOS WOPSERITRET Warren, H. V., 
Loofbourow, R. W. 

PHOEHK & % mesothermal origine O34 
BEF ORR IC LC, 後 第 三 紀 時 代 に 形成 
2 EHESLOTV, BANU MBAR 
FOG ALL し, 基 他 黄 鐵 硫 , BNA TK De oe 
SAGKE ALU, 金 及 銀 は 共に 銅 と FBTR Ye 
BIBS SLO i> WH KV 
PEI IC AE S BST CHE A CIE Fo 


閉 者 は , MGR ARID HRD を 行 


ひ し 結果 , FM O Shit HEB ¢ AEB 
FEAR S FEE O MSIE OG tr SL 
&%S.—q (Econ. Geol, 27, 578~585, 
1932.02 BF) 


oh i B 


2816, RABLHR ORS tk 

LAO AES SUE BORIS BHLILA © 4L 
AEGAR CChalainor) 附近 の も の な リ り リ 。-・ 
Chalainor 附近 の 地質 は 百 避 紀 に 属す る 
Volcanic series } R#ES 1c HH =H BHA 
し , 第 三 紀 下部 ( 始 新 期 ) (Lee let aE 
し , 基 上 部 は 主 と し て 磁 悦 , 粘 士 層 砂 層 等 
LU MSEL OV 9 HET AEA ONL, 
ia > ILE FAL, MK Leo Kia 
IPA TE ED 22 FL, 及び 砂 際 中 に BE te 
0, 或 は 之 筆 の 間隙 を 充填 し て 存する る も 
の な り 。 こ の 湊 青 物 は C70.35, H 8-45, 
N, 19.39 灰分 1. ブ 60 祈 に し て , 其 の 他 の 性 
質 よ り 見 る に , asphaltite の 一種 な る 
grahamite と 認め 得 可 さも の な り リ 。 Ml 
CH PETE 238,000 tons 2 HED SH 
源 青 物 の 成因 は Scheinhutte (EO nhs- Hi 
き Chalainor AiR oO se eyic k YU CHES 
bike SHG 6, LOMB 含 油層 と 
認め 得 そ べき 堆積 層 も 存在 を ざる を 以 つ 
C, AM EV HARE SLOLY Bw 難く 
Volcanic origin 4 Leet b Sd 
の な りり oCBull. Geol, Surv. China, 19, 51 
~73,1932. CAAT 
2817, BEI“ kS BiwO+EM Uwatoko, 
K. 

HERE OFAN RIC BET 3 MOEA ICARIA 


#848) ib 
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Mix Hse br Zit UT shearing 
pressure' に よ ょ つて 行 は ん た る も の な る る も 
本 辻 験 は radial axial pressure に よっ つて 
行 は れ た る も の な り 。 そ の 党 験 結果 に ょ 
れ ば , Coal-bitumen Petrol.bitumen を 多 
時 に 含有 する 酒 頁岩 及 石炭 に 高 訂 を 加 ふ 
SE EL, ARMS ROMS AKL, 
OWL NMo Rte o KIC LC, AVE 
33 PRS Zs axial pressure の 方 向 に 乗 
te SAK) > VER a © TH et 
(LAMA TE SPEAK VY CB. Am. A, Petrl, 
Geol., 16, 1029~1038, 1932. Jour. 
Faculty. Sci. Hakkaido Imp. Univ. Ser. 
IV. 1, 381~390, 1932.0 AAR) 

2817, Wyoming, Montana 含 油 層 の 
特性 Bartram J. G. 

Sh HOARE HUF ls Mississipian, 
Pennsylramian, Permian, Jurassic, lower 
Cretaceous, Uper Cretaceous 及び Eocene 
OMRON, 北米 に 於 て 最も 廣 汎 な る 
HEROES SLT LORS ii 
LC2NE OAM OEE RB VU RA SIE 
Mie SBMELE MST ORV, PH lei 
等 各 時 代 の 含 油 層 な る 石灰 岩 砂岩 の 特性 
BALL, 石油 地質 垂 , 探 油 上 の Ro 
information と な さん と する も の な り a 
之 等 の 各 含 油層 は 各々 異な る 特性 を 有 す 
る を 以 て , そ れ ら に 適合 せる BI Roh 
井 間 隔 を な す 事 が 必要 な り 。 証し て 或 る 
場合 に 於 て は 各層 の 背 斜 軸 が 合致 する 事 
ある る も , 一般に は 各々 異な る も の な り 。 
CB. Am A. Petrl. Geol, 16, 864~880 
1932. )CAA) 

2818, AiO BIRT Krejci, K. 


a 


比重 の 大 な る AiO 存在 は , E* Ayh 
移動 に 開 す る 1 例 護 と 老 ・ ち る くも の な 
y 。 Roumania に 於 ける 多く の 例 に 就 い 
て 考察 する に , paraffiine- 基 の 石油 の 比重 
は 地 素 に 近づく に 従 で 減少 し , naphthene 
MAW RBI BMS Vo ML 
CA LEE © BAL s 含 油層 の 時 代 , 地 
PEN, AUD PEAS & VANE te S 開 係 を 
示さ さる も の に し て ,naphthene ol は 常に 
paraffine oil の 上層 に 存 し : 現 在 又 は 過去 
の 地 素 と 開 係 を 有 し , WHO 作用 に ょ り 
て 生成 せら る ゝ も の と 推定 そら る 。 米 園 
CPS BH SHER OV ICR CLAD 


比重 の 匂 化 が 推定 そら ちら る くも の な り , 即 


AMS Hh Fs KY BEM OD F [nj (Cc naphthne 
石油 化す る も ゃ の な り 。 Hz ARIED % O 
に あり て は , 重 き naphthene 五 油 の 下部 
Kah e 同 基 の 石油 が 存在 し , 不 整 合 以下 
に あり て は Parafine 基 の 石油 が 深き と 
美 に 基 比 重 を 増加 す 可 き 事 が 推定 せら る 
L% OV, CB. Am. A Petrl. Geol., 16, 
1038, 1932. C AAR 

2819, AimSe PIRI’ T Versulys, J. 

ARO RG OR SHEL し て 地殻 を 
WERT SKKLV CERAM SB V 
FEAR ML KO MMAICRA DS 3 aia & FE AMICK 
fim Ls RO Un & Ham S GLS. SY ORV, 

BS CL) AW RAMOS CRY BE te 
SRK 1) AUWRAMORP 2 ET 
intermolecular force, Co) Fah kV fEHh 
> CHA 2S SUP ROMM 
C> EMA IC kU RB HP OSA RKO _b AE 
NF) 5 Q) AUWRAMO DMA WE 
ARGC KV CHEPRS DS s Bea HE ic 


ea ee eee ee eS 


i, 49 yp 
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浮力 た に たよ ょ り て 行 は る ゝ も ゃ の な り 。 BE 
記 の 地層 は 水 を 全く 有 せ ざる 事 及 び 不 分 
和 の 基 態 に 存する 事 な し 。( 和 ) BE STH 
に 於 いて edge-water の 上昇 の BES な 
る 事 志 は , 主 と し て 地層 の texture の 相違 
及び edge water に 於 いて compaction, 
cementation 示 行 は る ヽ 事 に よる も の な 
Yo CO) RARE IK FRR ORS S 
事 辻 は edge-water excroachment #6} 
な る 砂層 及び 含 油 選 の 不 規則 な る 場合 を 
除い て は 一 般 的 の 事 な り 。 CB. Am. A. 

Petr], Geol., 16, 924~942, 1932. CAA) 


RFD 


2820, 4kLHO YF ORR AME 
Stucky, J. L. 


dk 2 a Y +} Upper Piedmont Platau 
及び Mountain Section (< (4, BAO 7 
ABE Lo BRIT IS 二 型 あり , 一 は RPE 
Pia ROA a IC vy AYRE te CHK 
BAL, Whit ate <7 +24 b IR 
IC RRBR & te UL CHER US BIR OB 
GAIL 2~3 WIC BY “CR Le 帯 駄 に 分 布 
せり リ 。 SMOMP BI & AL, ABA Hi 
MAD 487474 b, PED Vo 
We i A VL Ey BL JAE I< 
せら れ し が , 著者 は 常 地 方 の も の は ペグ 
マタ イト 成 生 と BIBL, © OBER HE ょ り 
供給 せら れ し 高温 度 深 液 の metasomatic 
replacement 2#~%V , AWHRKIZHIE 
RNR ee 見 ぐる ゃ も, 片 旋 岩 及 片岩 中 
OBR IL 注目 せら れ , 近年 AMR WIE RE 
行 り 。' BRMASA HA 5~502 と す 。 
(Econ, Geol., 27, 1932.) GHA) 


2821, 三成 分 系 CaO-B ぅ O03 UisS: 
Bur, Stand: ; 

本 三成 分 系 の 平衡 開 係 を 加熱 曲線 法 に 
ょ り 研 究 し , 生 ずる 4 種 の 厩 酸 石灰 化合 
Vy FG RAVE 2 O RABY & YE YG 本 
Aik = MKF RF CaO-ByO3-Si0yn OMAR 
と し で 行 べ る も の に し て , そ の 目 人 拘 は ポ 
wRAYP- HAY PIPICAPS AIR 
SEMEN IC Dit © DIMES IND BE REL S 
に 在り 。 WAAR PAGE (ot PSE AUK EI Bi 
(RL, MRS SOV, CaO 23 以 上 
を 含む B203 と の 混合 物 は , CL CI 
EWA AE TH Eb, WWF の 混合 
は 1500°C 以上 に 於 て 不 混 和 王 液 層 と な 
Y JIRA EBLOs より 成り 低 は 33 
CaO を 有する 液 相 と な る 。 該 附近 の 混合 
物 は 容易 に 結晶 を ず , BoOs 相 は 永久 的 
AF WRB Eee Uo 次 に 4 EHO Ke 
MABE e WRC k O CRM Vo 


| CaO. 2B20.\calcium diborate 

IPs, monocalcium 
CaO: B203 pach 

| 2CaO- By Og dicalcium borate 


| 3Ca0. Bb Og 


982°C 
1151¢ 
1295° 
1475° 


tricalcuim borate 


(Jour. Frank. Inst., 214, 592~593, 
1932. G5 AS J 

2822, 磁器 の 題 微 鏡 和 的 研究 Herlinger, 
E., Ungewiss, A. 

FEAT UE ii OHA AABE © WS AEE ~ © FEA 
& Mt, RIC HEA AE % 011 TB] Je BE ke L 
CAD HE RE FES Yo FRU DHF fh 
BRBRU DAI vy は, 第 1 回 の 焼成 に 
kD YL, ABs 11 BO Bec BY 
ihe b So 5 回 焼成 まで は 新 結 品物 が 


# 10°50) pb 
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現 は れ , EOHKMBMEL VY 見 て 々 ライト な 
り と を せり 。 BI 2MO RSTO RA 
する を 認め た りり 。 一 は 磁器 の 地 を 形成 し 
BAROUAAY YOPPRICEVACES 
の に UCR ARIS ALBA © % tr |C — 3K 
TD , AC AU EL BD * 周 園 に 等 方 質 
面積 を 占め て BIEL, MITA 石英 の そ 
れ に 底 敵 す 。 赦 に 磁器 中 に は 2 ORF 
の 存在 を 推定 すり 。 西 し て 前 者 の 太 子 は 
第 5 DBE KE C4 O MHA Bhs 3% 
X DBL ABME Te VY 5 CSprechsaal, 65, 
571~ 573, 589~591, 1932.) (HAR) 
2823, HRSA OFA BH Ogburn, S. C,, 
Stere, H. B. 

著者 等 は Utah pe Step & 100~850°C 
間 の 種々 の 湿度 に 加熱 し , そ の 分 解 進行 
の 階 種 を 閣 察 を リ り 。 そ の 結果 に ょ れ ば 凌 
合 水 は 460°C に 於 て 遊離 し , 硫酸 アル ミ 
= ウム は 完全 に 分 解 し て 800°C に 於 て 
Al20s を 生 ず 。 一 方 硫酸 加里 は この 温 
の 加熱 た に て は 分 解せ ず し て こ , 焼成 物 中 ょ 
り 抽出 すれ ば 純 硫酸 加里 99:26 % & 
する を 得 た り 。 抽 出 残 湾 は 主 た に Al203 
LVUKSL, SLOMM, 酸化 鐵 及 び 若 二 
を 含有 せり 。 (ind. Eng Chem., 24, 288 
~290, 1932.)( 吉 木 〕 


B ie 


2824, MRI KSRRO MARRS 
$¢ZA#HIS Shimomura, A, 

所 調 K. B.S 288 oFbiic c, Bo 
WPS RE 115, 184~189, CHB AN 7 AB) IK 
BRESLOL 同一 の 内 容 を 有 し , 装置 
の 度 明 と 共に 著者 が 同 装置 に て 測定 そる 


ASIDE TAME © MLS JE O° WAR 2S 


“BEV oCFuel, 11, 340~343, 1932.) 


Cie 5) 

2895, & BIC SLMORt BRED 
Pe IC RIET BRK OR Bruckner, 
H. Ludewig, W. 

E. R. Franz に 依 て ~Brennstoff-Chem. 
12, 465~467, C1931.) & 9 DeRBRTEE x 
ESSLDIC LT, AARD % B.iy1-4D - 
aI k SRMOBABRUZ OMAR 
Wi Li 之 等 の 成分 を 任意 た BETH 
HY 5 BED RTO BA ROE L ESE 
吉成 分 炭 の REL O 開 係 を 究め , 2H 
Fie RY ORL EAM CPSU 3 BC IRC 
Sore Y (Fuel, 11, 3484346, 1932.) 
Cie 5) 

2826; BRPOP LAY WEDS vy 
の 定 最 法 Stansfield, E., Gilbart, K. C, 

WIC MAM OYA Sy Lid, 石炭 中 に 
於 て 既に その 形 た に て 存在 せ もせ る ゃ の に し て 
ETM SS WIC HH ARO HE LE 
Ae Vo 

tL ¢ RE 3 OU Abe & (PME EB Ic 
BSC AAA SERB b te Ly Ze A UC op 
PERU CHC ball mill を 以 て 200 目 
fi HS SEO MBE LC, その 05 
He 220°C iJ CPE RUB KT OR 
の KOH & 3k iC tS BAL, 20 分 間 加 熱せ る 
BPE し , FARM 50Cc¢ OIC CPB 
し 准 後 100cc & tL, YRYEO — IR ICR 
CRERIC AN F ASM Se HEC TEE & HA 
% V o(Fuel, 11, 347, 1932.) (#8) 
2827, 石炭 中 の アル カリ 可溶性 ウル ミン 
OE BEG) Stansfield, E., Gilbart, 


ii 51 yb 


鉄 | BING) 


KeaG: 

前 報 に 於 ける 如く アル カリ に て 抽出 そ 
る ウル ミン 浴 液 中 の ウル ミン の 量 を 次 の 
二 方 法 に よっ つて 測定 せり 。 

Liye YRYRO 50cc kc 20c.c wy 
shee tN~ CO SY RP LY, ウ 
We Y OPV WA LE BAP ICC BE 
WEL, 2 BATH BIC RE OYE L PPE BUT 
_ に て 110°C ICRP Ls mC LC ae 
せる ウル ミン シン と , 載 化物 の 混合物 より 
650°C ic CHB Lic SMELT Y 
WMIVYOBLEST, : 

2032 YORE WREATH 
index を 求む る 事 に し て 、 上 旋 ウ 
ルミ ン 沙 液 の 濃度 即ち 着色 度 ボ 標準 以下 
な れ ば その Wee を , 以上 な れ ば 適 営 に 
溢 め て その 25c.c ERV Zi Becw 01 
N-Km, O 4 沙 液 を 加 へ 1 時 間 和 静か な に 沸 映 
2 LD & SEM DK BH L, 20c.c の 2 
N-H2SO4 RU 25c.c の 0-1 N-Fe. Amy. 
2504 を 加 へ KMs Ox BUH IK “CIR 


Oxi- 


dation 


の Fe” 2a LIAMsh eS KM, O, | 


Dee Hx, Charpy 及び Decorps の 方 
法 に 従っ つて 1kg の 石炭 中 の 可溶性 ウル 
ミン を 酸化 する に 要する 酸素 の 量 を 算出 


す 。 COME oxidation index Lf, | 


著者 は 以上 の 測定 方 法 を Alberta perc 
FEAL, ウル ミン の 量 或 は  _ oxidation 
index より 石炭 の 分 類 に 就 て 論ずる 所 あ 
り o(Fuel, 11, 347~349, 1982. う [鶴見 〕 
2828, 化石 木質 素 Humifiziertes 
Lignin. Stadnikow, G. L. 

ED 所 有 せ る 一 種 の Sapropelitko- 
hle と 思 は れる 頁岩 中 に 微細 な 殆 ん ど 白 


GH ORHRIC BEY SHS VU, 著者 は こ 
Hy" IT CEG F I< BSC BBE SE BR US 
木質 素 の 特異 反 應 を 栓 し た る に , RAH 
CBF S ABT EA < Hric HS Z 
Asi ¢ BE te VL ABHESE @ LIB LAE 
REIL VY LEAS) RE OAM BS 
FASE VITKRE & VU A Ee A kV 
MME DOSED te SIBKIK KOCH CRS 
も の な り と 推定 し , F. Fischer Ko 

cH し て 頭 書 の 
AMEN LESLORV, AWE S 
ASGHE Ae © iL 1 (LVR IK ARATE © BERR IC 
て 置換 せら れ た り リ り 。 

b> ( OW RARE SERIE し 繊維 
素 を 全く 消失 せ し む る が 如き Medium は 
確 物質 に て 測 ほ され た る Sapropel OF 
肪 酸 な り 。 

猫 ほ 本 頁岩 の 産地 は 不明 な れ ど る も, 基 
BILAN YY 7 EMD Bogheadikohle の 
産地 な らん と 推定 せり 。。(Brennstoff-Chem 
13, 247, 1932. う (鶴見 〕 


参 老 科 BB 


Gledisch, E., 


humifiziertes Cellulose 


| 2829, ラチ ウム の 周期 
Foyn, E. 

話 威 産 hoggerite Ado, 7 F = 2 BME 
D> dat We Fe Boltwood 方 法 に 依 つ て 決定 そ 
る が その 結果 は 

if 2 

Ra = 4,10:10-4 year or, Tra=1-691 
| years OM IC LC AR HL a OA, 
| に 依っ つて 見 出さ れ た る 値 と 良く 一 致す 。 


| (Am. J..Sci. 24, 387~3893, 1932.) 
[河野 」 
9930, アジ ア の insular arcs, と 


| 
| 
| 


~ 
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geosynclinal seas. Lawson, A. C. 
Sial と Sima と の 相互 の 開 係 ょ り , 
Sima の landward creep ょ よ Y Underthrust 
を 生じ , よ り て 島 誠 を 生ずる こと を 論じ , 

Mop clk Fordeeps を 後方 に は 
geosynclinal sea を 生ずる こと を 度 明 し , 
と の 議論 を アジ アテ 東方 の 詞 弧 に 適用 せり 
(Bull Geol. Soc. Am. 43, 353~381, 
1932.) CBS) 

2834, California, Santa Barbara 
WtE@ Re Hill, M. L. 

California の 太平 洋 岸 Santa Barbara 
の 西方 約 18 WE IC PES BREIL WN te る 2 つ 
OF WoL VV, oO dip 2% 
に し て , fault trace (c4°¢F te S BHD WA 
HAILED, A> OBO 長 さ は ewe AB 
PEF ME ORO AA HBR ARTE 


& eee AE UC, WEIL late-Pliocene | 


或 は post-Plieocene ょ y 現在 まで 引き つ 
ヾ き て 働 ら ける NNW=SSE の 方 向 の 
Rotational stress coupler jc k Y C/E 
ぜ る も の な る を 知れ り 。 (Journ, Geol. 
40, 535~556, 1932.〔 渡 邊 新 〕 

2835, SAMSHANRIATZ OTe Endell, 
K. Miillersiefer, W., Wagenmann, K. 


EBL Aausfeld FESR YEIC RL 


| 湿度 に は Kugelzieh viskosimeter を 用 ひ 
て 14002C と 常温 間 の 灯 慶 を 測定 せり 。 、 
BEEBE % 1400~13009C ote 
Rae CPSC TEAR DT, HE 
は 温度 の 下降 と 共に Mins SB, Ham 
分 に 大 な る 開 係 あり 。 即ち SiO2 及 Ale 
| O3 OM fils HHL BU S (CMLL, FeO, 

CaO, MgO, K20 & Na2O oN Ze 
低下 を し む 1180°C YF ORRICK 
於 て は , HELIA L 共に 増加 する 外 
に , 結晶 作用 開始 た め 如 尿 的 に 増大 す 。 
Ai BARE kU Wea RWE~ D BB AE in RI, 

i FAILS AS S Mansfeld HEIL 
て は 約 600°C に 存する る も , Tei ARE 


u. Erz ; 29, 368~375, 1932)(78 78) 


MAB RMES AS ~ tte 
UR (SS a BT © 93D 
= Sea) RIC BIE & re HS 12H 
29 ARR SUC C MAYES 出 般 そら ちら れ た 
Vo MBAR Km pele & tS Lec Hf 
DEK KIC ROMS PS ~Lo 


いて 低温 度 に は Torsionapparat %, Ley 


#9 970°C Disk hk ¥ CU te Y (Metall 


ABS SEI ABE BU PBS > RBA & RIE 


に 決定 せ する を 以 て , RRO SHE IIA BE BER 5 72 Lo 


{Hh LA HREEO EIA GERIO & » (NE 8995 BE Ts 


WA 8 4E 1 A 


RABE RDKRK EAS 


CZwet Bw S VD) 


AGM (CRM AS wPBE BRE 
B@, AAKYAS LOWSRRPHMERE 
i 東 " Hi | 3 
開 供 期 日 MBAS 492 ACE) 93 ACA) 
講演 希望 の 方 は 演題 及 講演 所 要 時 間 (20 分 以内 ) を 記し うう 月 
AZ RGA BES Bite SAS AR ihe eS seHA 


2 ttT2 L 
Al ic ARRAS Bere る 時 は 講演 時 間 の 短編 又は 申込 順に より 謝 編 の 止む を 
あじ * 
SSG Be FS CH ih el eS Dy (LRA AE & AMT S dV Lo 
‘fa 4 FA 22 ARI (LB ARBLS, R24 Hic it WAKES EFS PRE Vg 
委細 後 報 。 


I 4 A 


AABERMDERK EE 


BW WR 
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2 oi HR ik 
ARR AB 純一 
ae FH 峰 一 @ at = ff 
HEAR EB 
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本 @ 願 問 (人 ; 
PAR RR AR 富松 DI Rie AILS OA 一 牙 
wri 328 加藤 武夫 佐川 虎次郎 。 AR 
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miaeeeMRtES (EG) 
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